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議事日程（第１１号） 

日程第 １  認定第 １号 平成２７年度あさぎり町一般会計歳入歳出決算の認定について 

 

 

本日の会議に付した事件 

日程第 １  認定第 １号 平成２７年度あさぎり町一般会計歳入歳出決算の認定について 

 

 

 

午前１０時 開 議 

 

●議会事務局長（片山 守君）  起立、礼、おはようございます。着席。 

◎議長（山口 和幸君）  ただいまの出席議員は１６人です。定足数に達していますので、これから本日の会

議を開きます。本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。本日は、総務文教常任委員会所管課分につい

ての説明及び質疑を行います。 

日程第１ 認定第１号 

◎議長（山口 和幸君）  日程第１、認定第１号、平成２７年度あさぎり町一般会計歳入歳出決算の認定につ

いて、税務課分を除く総務文教常任委員会所管課分からの説明を求めます。会計課長。 

●会計管理者（上渕 幸一君）  皆さんおはようございます。それでは、平成２７年度一般会計歳入歳出決算

書につきまして、まず総括的なところから、会計課のほうから御説明を申し上げます。まず１１４ページを

あけていただきたいと思います。一般会計のまとめをここに記載してありますので読み上げさせていただき

ます。まず、歳入総額ですが、１０８億１,８００万９,０００円、歳出総額、１００億１,４８２万９,００

０円。歳入歳出差引額、８億３１８万円。翌年度へ繰り越すべき財源としまして、まず、継続費逓次繰越額

でございますが、０円です。次に繰越明許費繰越額、１億２３０万８,０００円、事故繰越額ゼロ円、計の

１億２３０万８,０００円となります。続きまして、実質収支額でございますが、７億８７万２,０００円。

このうち、地方自治法第２３３条の２の規定によります基金繰入額につきましてはゼロ円となっております。

次のページをお願いいたします。このページから３ページほど、行政財産、普通財産、それから総括表とい

う形で財産に関する調書の記載がございます。内容につきましては、総務課の管財のほうから説明があるか

と思いますので、よろしくお願いいたします。それでは最終ページ１１８ページをお願いいたします。

（３）の有価証券でございますが、まず社債券としまして、人吉球磨林業機械センター、それからくま川鉄

道株式会社、球磨焼酎リサイクリーン株式会社、以上、３銘柄の社債権がございますが、増減はございませ

ん。次に出資による権利としまして、出資証券ですが、これも増減はございません。次の出捐証券でござい

ますが、２７年度は９４１万６,０００円、人吉球磨ふるさと市町村圏基金の出捐金としまして、広域観光
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推進事業、商工観光課のほうですが、そちらのほうでの支出があっております。次に寄託証券としましては、

増減はございません。次に物品でございますが、トラックから１番下の消防小型ポンプまで記載がございま

すが、年度中の台数の増減はあっておりませんが、上から３行目、普通自動車軽自動車につきましては、総

台数５７台ということですが、この部分に関しましては普通ワゴン車が１台、軽乗用車が１台、軽貨物乗用

車が２台の入れかえ更新があっておるようでございます。続きまして、３の基金でございますが、上の財政

調整基金から１番下の奨学基金まで、年度中の増減それから年度末の現在高を記載してございますが、この

部分に関しましては、取り崩し額、それから追加での積み立てがあっておる基金もありますが、それに年間

の利子収入を加えました額が増減額ということで、それを差し引きまして、年度末の現在高ということで記

載してございます。一般会計のトータルとしましては、８２億６,４００万程度の基金残高がございます。

ただいま一般会計の実質収支及び財産に関する調書等の説明をいたしましたが、特別会計分につきましても、

各会計決算書に記載してありますので、ごらんいただきたいと思います。それでは、続きまして会計課所管

分についての御説明を申し上げますので、まず歳入のほうからお願いいたします。１８ページをおあけいた

だきたいと思います。１８ページ上のほうです。目２の利子及び配当金でございますが、公共施設整備基金

から学校教育施設整備基金利子まで計上してございます。会計課のほうで運用ということで、ここの欄につ

きましては、各基金の利子収入を計上しております。平成２７年度は、債権の売却等はあっておりませんの

で、純然たる利子収入が計上されているということでございます。次のページをお願いいたします。１番下

の行でございます。目２の町預金利子でございます。これにつきましては、歳計内外の預金の利子収入とし

て計上してございます。ほぼ毎年度変わらない程度の金額を計上しております。続きまして２２ページをお

願いいたします。上のほうの雑入の明細でございますが、上から４行目、各種保険料控除事務手数料でござ

います。これは職員の毎月の給料等のときに、簡易保険とかいろんな生命保険関係での天引きを行います。

そういった事務に対しての手数料ということで、各会社からいただいておるものを計上しております。続き

まして歳出です。２５ページをお願いいたします。歳出のまず最初ですが、目１、一般管理費でございます。

１番下に需用費がございますが、消耗品費の３２２万５,０００円のうちの１４１万２,３７８円、それから

１番下の印刷製本費、５１万５,０８２円のうち、４１万７,３１２円が会計課で所管しております用度関係

の支出となっております。続きまして２８ページをお願いいたします。目５の会計管理費でございます。３

行目の旅費でございますが、これは会計管理者会議等の旅費でございます。節１１需用費の消耗品費につき

ましては書籍の追録代、次の印刷製本費につきましては、会計事務処理上の必要な帳票の印刷代でございま

す。次の役務費でございますがまず通信運搬費、これにつきましては、現在ＪＡのネットバンキングを利用

しております。主に照会業務だけでございますが、その業務を行うに当たりまして暗唱番号等の入力が必要

になりますが、その暗唱番号が携帯電話から送られてくるということでその携帯電話の使用料５万４,６０

９円支出しております。次の口座振替手数料、それから窓口収納手数料、これにつきましては、介護、上下

水道の料金それから下水道の分担金、奨学金を除きます税その他分の口座振替手数料と窓口で納めていただ

いた場合の手数料ということで、支出しております。続きまして節１３の委託料ですが、財務会計システム

改修委託料１３６万ですが、これは平成２６年度で議会のほうに御承認いただきまして、源泉徴収漏れが発

生したということで、この分についての発生を抑制するということで、回避するということで、システムを

改修することになっておりました。その分が２７年度ででき上がりましたのでその分の費用として、支出し

ております。次、節１４使用料及び賃借料ですが、先ほど申し上げましたネットバンキングサービスの使用

料としまして、１万２,９５０円支出しております。一番最後になりますが、負担金補助及び交付金、指定

金融機関の派出職員、人件費の負担金として１５０万、これはもう契約当時から同額でございますが、１５

０万円支出いたしております。会計課所管分につきましては以上でございます。どうぞよろしくお願いいた
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します。 

◎議長（山口 和幸君）  総務課長。 

●総務課長（小谷 節雄君）  それでは総務課所管分について御説明をいたします。まず９ページをお願いを

いたします。中ほど、款１１交通安全対策特別交付金でございますが、これは交通反則金を財源といたしま

すところの交付金でございます。事故件数、道路延長等によりました算定で本年度２１５万２,０００円の

交付を受けておるところでございます。款１２分担金及び負担金の２負担金、目の１総務費負担金でござい

ます。派遣職員給与負担金でございます。昨年度は公立多良木病院と人吉市のほうにそれぞれ１名ずつ２名

の職員を派遣をいたしております。その人件費とういうことでそれぞれの相手方から、人吉市につきまして

は人吉球磨全体での定住自立圏の問題でございますので、各球磨郡人吉管内の自治体から、公立多良木病院

につきましては、公立多良木病院の方からそれぞれの人件費分として負担金を受け入れているものでござい

ます。となりのページの１０ページでございます。上から５マス目でございますか、目の１総務使用料でご

ざいますが、行政財産使用料といたしまして旧庁舎等の使用許可を出した場合の使用料といたしまして、使

用料収入を受けているものでございます。１３ページをお願いいたします。１３ページ最下段でございます

が、目の１総務費国庫委託金でございますが、自衛官募集事務委託金といたしまして、３万４,０００円の

受け入れでございます。通常高２の学年の皆さんがたへの募集の案内通知あるいは広報紙の掲載等への経費

に充てるものでございます。１５ページをお願いいたします。１５ページの上から３枠目４枠目でございま

すが、節の３件権限委譲事務交付金、権限移譲事務交付金といたしまして、今年度は１１件の案件につきま

して８３万６,０００円の交付を受けております。節の４選挙人名簿システム改修補助金でございますが、

これは公職選挙法の改正に伴いますところの選挙人名簿システム電算システムでございますが、その改修を

対象としますところの補助金としまして、５０万７,０００円の補助受け入れでございます。１７ページを

お願いいたします。上から２枠目でございますが目の７消防費県補助金でございます。球磨川水系に関しま

して、水防防災等に関しますところの県のほうで１０億円の基金を設置しまして、それを財源といたします

ところの補助事業助成制度ございますが、今年度、防災減災のソフト対策事業補助金としまして３３９万９,

０００円の補助を受けております。その下、項の３県委託金の目の１総務費県委託金でございますが、その

中の節の４、選挙費委託金でございます。県知事選挙費の委託金といたしまして、３月２７日執行の県知事

選挙費用としましての委託金でございます。款の１６財産収入の中で、節の１土地建物貸付収入、有償とい

たしまして貸し付け１０３件分の土地建物の貸付収入でございます。４件ほど無償貸し付けございますので

その分は含んでおりません。節の２土地建物貸付収入の過年度分でございますが、同様の内容で、過年度分

といたしまして３０万７,５１９円の収入を受けておるところでございます。隣のページでございます。１

８ページ中ほど、項の２財産売払収入でございますが、その中で節の１、土地売払収入でございます。土地

売払収入といたしまして、今年度６件関係者への払い下げとして４件、一般競争入札として２件の売り払い

を行っております。その分の売上収入でございます。１番下の枠でございますが、指定寄附金の中の１段目、

消防費寄附金、これは出初式時の御樽としていただいた分につきましての寄附金の受け入れでございます。

次が２０ページをお願いいたします。２０ページの中程以下に目の３雑入が出てまいります。それでいろい

ろございますが、数点御説明をしておきたいと思います。節１備考中の４段目、他団体支給旅費、通常職員

等は町の旅費によって出張等行いますが、いろんなケースの中で、相手方と、例えば県とかですね、あるい

は派遣依頼があった場合の相手方等からの旅費が支給される場合がございます。そういった場合には、その

分については、原則町の旅費で行って、その分については町の会計に入れるというようなシステムとってお

りますので、その分としてこういう形で旅費の受け入れをしているものでございます。下から４段目でござ

いますが施設の光熱水費、行政財産等々あるいは普通財産も含めてでございますが、使用許可あるいは貸し
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付け等を行っておりますが、そういった場合の光熱水費の負担をいただくケースにつきましては、雑入とし

ましてその分を受け入れておるものでございます。この枠の最下段、公有建物災害共済金でございますが、

町の公有財産、建物等の共済金といたしまして、今年度は落雷等によりますところの光ケーブルの損傷等々

も含めまして、５件の共済事故があっております。その分についての共済金の受け入れでございます。あけ

ていただきまして、雑入備考が続いておりますが上から７段目でございますか、市町村振興協会消防救急無

線デジタル化整備助成金、これは上球磨消防署のデジタル無線の整備費につきまして、市町村の振興協会か

ら助成をいただくことができます。これは起債等を行いまして、その交付税措置等々実質的な特定財源以外

についての５分の２の補助という形であさぎり町分といたしまして、この２,３９５万５,０００円を受け入

れいたしまして、これは負担金の中に含めて、上球磨消防署の方に支出をいたしております。それから、２

２ページをお願いいたします。款の２１町債の中の目の３消防債でございますが、消防施設の整備事業債で

ございます。これにつきましては、小型ポンプあるいは消防ポンプ積載車あるいは消火栓設置の負担金等々

の事業費を対象といたしましての起債ということで１,６８０万の起債借入でございます。２３ページ以降、

歳出でございますが、まず議会費につきましては、議会運営費、職員人件費、議員さん方の報酬等でござい

ます。２４ページ中ほどから款の２総務費でございます。目の１一般管理費でございますが、これはその名

のとおり総務の一般管理関係があがってくるわけでございますが、その中でそういう点御説明をいたします。

まず、節の１報酬でございますが、区長報酬としまして２,５００万ほど上げております。この分につきま

しては、昨年７月１日から区の統合を１カ所実現しました関係で、対前年度３７万８,０００円ほど減額と

なっておるところでございます。あけていただきまして、退職手当の中の備考の下から２５ページの１番上

の枠でございますが、その中の下から３段目、退職手当特別負担金、２,３００万ほどございますが、これ

は職員の退職に伴いますところの特別負担金でございますが、昨年度の実績といたしまして、２６年度末の

分といたしまして、退職６名、そのうち２名が自己都合ということで定年４名、自己都合２名に関しますと

ころ退職手当の特別負担金ということでございます。次に節の４共済費の中で、４段目新条例による追加費

用とございますが、新条例という表現をしておりますが、内容といたしましては、昭和３７年以前に、旧５

カ町村に職員として在職された方々についての共済費、制度が変わっておりますのでそれ以前については、

こういった形で追加費用が発生してくるものでございますが、これは年々減額をしております。ということ

で対前年度比でこの分につきましては６８０万ほど減額になっているところでございます。それから２６ペ

ージにまいります。その上の節の１９負担金補助及び交付金でございますがその中ほど、区運営助成金４９

８万がございます。これにつきましては、昨年度から助成金制度を若干変えまして、増額になっております。

これは防災経費等も含めてですね、この運営助成金に含めるというような形に変えております関係で１５０

万ほどの対前年度比で１５２万７,０００円ほどの増額になっているところでございます。その下でござい

ます。目の２文書管理費でございます。この目につきましては主に文書配達員さん等の経費がおもでござい

まして、報酬、それから、次のページに行きまして郵送料等が上がってきてるかと思いますが、２７ページ

の１番上の郵送料６７３万８,０００円と、ちょっと戻っていただきまして２６ページの配達員さん等の報

酬とございますが、その差し引きの効果額というものを御報告をしたいと思います。効果額といたしまして

は、先ほどの郵送料とは別個に、本来郵送で出したとしたら、いくらかかったかという配達実績でございま

すが、それは９８９万２,０００円ほどございます。それに対しまして報酬の５８０万６,０００円等を含め

まして配達員さんの経費といたしまして６７４万５,０００円ほどありますので、効果といたしまして、配

達員制度によりまして３１４万６,０００円ほど、平成２７年度につきましては、効果があったというふう

に私どもとしては試算をしておるところでございます。２７ページの上から２枠目でございますが、節の１

３委託料でございます。これにつきましては、昨年度までなかった皆増でございますが、備考にありますと
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おり社会保障税番号制度、通称マイナンバー制度と申しておりますが、こういった制度の発足、その下の行

政不服審査法等の改正それぞれ関係するあさぎり町の例規が多数多岐にわたります。具体的にはマイナンバ

ー制度でありますと４９件ほど、関係法令がございます。行政不服審査法関連ですと３７件ほどなります関

係で、その分の整合性のとれた一括した整備のために今回、この委託という形で例規の整備をしたというも

のでございます。２８ページをお願いいたします。中ほどから目の６財産管理費でございます。これはその

名のとおりでございますが、町有財産あるいは施設等の維持管理に必要となります経費がこの目でございま

す。それぞれ報酬から、消耗品等々ございますが、備考の内容でそれぞれ経費が上がっているところでござ

います。２９ページの中ほど、節の１３委託料でございますが、この中で上からこれは９段目ぐらいでござ

いますかね、設計委託料４６４万４,０００円というのがあるかと思います。これ議場移転の検討材料にす

るための基本設計といたしまして、委託を行ったところでございます。このページの最下段でございますが、

測量委託料で旧並木元団地の測量設計を行ったところでございます。３０ページでございます。備考欄２行

目でございますが、工事監理委託料としまして４３２万円、これ庁舎改修といたしまして、２６年度から繰

り越しで行ってまいりましたが、その分の庁舎改修の工事監理委託料ということでございます。その下の設

計業務委託料につきましても同様で、変更設計等を繰り越しで行ったものでございます。それから、節の１

５工事請負費でございますが、２段目、工事請負費６,０２８万４,９９９円、これが先ほどと同様でござい

ます庁舎改修関係で、年度繰り越して繰越明許として行った分でございます。それから、節の１８備品購入

費でございますが、最上段公用車購入費、これは先ほど会計課長からもございました公用車を４台更新をい

たしております。その分の購入費でございます。それから、３２ページをお願いいたします。３２ページの

目の９支所費でございますが、４支所のそれぞれの経費をここで支出をいたしておりますが、それぞれ記載

のとおりの内容でございます。３３ページ、目の１１公平委員会も委託料のみでございます。目の１１交通

安全対策費でございますが、これ先ほどちょっと申し上げましたが、交通安全交付金も含めた財源といたし

まして、交通安全対策の経費をここに計上いたします。交通指導員さんの報酬、費用弁償等とあわせまして

節１５工事請負費でございますが、交通安全対策の関係の工事費、３１１万９,０００円余りを支出いたし

ております。目の１２防犯対策費でございますが、この目につきましては、防犯灯関係の需用費、光熱費が

一番大きいわけでございますが、それと併せて修繕料、これは防犯灯修繕料等でございますが、その下３４

ページの節の１５工事請負費、これは防犯灯を新たにあるいは交換ということで工事請負費で行いますが、

今年度につきましては新規で９件、交換という形で４件をそれぞれ工事いたしております。それからその下

で目の１３諸費でございますが、ここはそれぞれ行政組合それから多良木地区安全運転管理者協議会等への

負担金等がここに計上されているところでございます。あけていただきまして３５ページ、の最下段、目の

１８地方創生費が３６ページにわたって出てまいりますが、３６ページの地方創生費の中の、節の１３委託

料の備考欄説明欄に空き家調査の委託料が出てまいります。これは繰越しで行っておるわけでございますが、

空き家調査を２７年度実際実施をいたしました。最終的な、この今回の調査で判明いたしました空き家とい

たしましては、現在把握いたしておりますのは、４８８棟を現在空き家として、調査結果として判明いたし

ております。実際は、現状不在で空き家とみなされるようなケースも、所有者が時々こられるようなケース

は空き家とはみなしませんので、そういったところの差し引きも含まれております。ということで現在認定

と申しますか、把握してる空き家は４８８棟でございます。それからちょっと飛んでいただきまして３８ペ

ージの下段でございますが、項の４選挙費でございます。まず目の１で選挙管理委員会費、選挙管理委員さ

ん方の報酬等でございまして、３９ページに行っていただきまして、目の２選挙啓発費でございます。目の

３が県議会議員一般選挙、これは４月１０日に執行予定でございましたが、結果的には無投票となっており

ますが、県議会議員選挙の費用といたしまして、記載のとおりの支出でございます。目の４町長選挙費でご
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ざいますが、４月２６日執行町長選挙費の経費、４０ページの中ほどまででございます。４０ページの中ほ

どから目の５農業委員会委員選挙費で、４月５日執行予定で結果的には無投票でございましたが、同様の予

算執行でございます。最下段、目の６県知事選挙費でございます。３月２７日に投開票行った県知事選挙費

の経費でございます。４０ページ中ほどでございますが、目の７参議院議員通常選挙費でございますが、こ

れにつきましては、２８年度になっての執行でございますが、２７年度中にその準備経費といたしまして、

節の１３委託料で選挙システム改修委託料、公職選挙法の改正に伴いまして、通常の１８歳選挙年齢の引き

下げに関連しますところのシステムの改修を行ったものでございます。４３ページをお願いいたします。４

３ページの上のほうから、項の６監査委員費でございますが、監査委員さん方の監査業務に当たっていただ

くための経費ということで記載のとおりの決算でございます。それから、ちょっととんでいただきますが、

８８ページをお願いいたします。８８ページ、款の８消防費でございます。目の１消防総務費につきまして

は、上球磨消防組合の負担金等、備考欄のとおりの負担金でございます。目の２非常備消防費でございます

が、これは主に消防団の活動経費でございます。消防団員の報酬費用弁償等々でございますが、現在平成２

７年度の消防団員の数を御報告をいたしたいと思います。一般団員と申しますか通常の団員としまして６３

５名、それから女性消防隊１７名、機能別消防団員としまして９名ということで、団員数といたしましては

６６１名、でございますが、その活動費用としましてこの非常備消防費として計上いたしております。８９

ページをお願いいたします。節の１３委託料でございますが、備考欄に高齢者宅電気配線点検委託料でござ

いますが、これ平成２６年度２７年度の２カ年にわたりまして、高齢者世帯の防火対策の一助といたしまし

て、宅内の配線関係の点検等々をいただく町内電気関係業者さんへの委託として行ったものでございます。

節の１８備品購入費でございますが、備品購入費３２０万ほど、これは主に大きな案件はホース１８６本の

購入等を行っております。それから目の３消防施設費でございますが、これは主なところ御説明いたします

と、節の１５工事請負費でございますが、これは皆越地区の積載車格納庫の移転、それから防火水槽の修繕

等がこの工事請負費で行っておるところでございます。あと、節の１８備品購入費でございますが、積載車、

ポンプ積載車２台から小型ポンプ２台を更新をいたしたところでございます。それから負担金補助及び交付

金でございますが、消火栓撤去負担金と合わせて３ページの最上段、消火栓設置負担金、これにつきまして

は免田地区の水道の敷設替えに伴いますところで、久鹿、二子対象地区等で消火栓の設置更新をいたしたと

ころでございます。目の４防災管理費でございますが、これは防災会議等の経費と併せましてそれぞれの防

災対策費でございますが、まず１１の事業費でございます。消耗品として２９０万ほどございますが、これ

主に防災備蓄品といたしまして、非常用食料費、毛布それからマット等を購入をいたしております。その一

つ下、印刷製本費は昨年度防災マップを更新を行いまして、全戸に配布をいたしたところでございます。そ

れから節の１８備品購入費でございますが、職員の防災服を整備をさせていただいたところでございます。

２１１着でございます。以上が消防費関係でございます。最後に、１１５ページをお願いいたします。先ほ

ど会計管理者のほうからも説明ございましたが、１１５ページ以降に財産に関する調書ございます。まず１

１５ページに公有財産、行政財産の土地及び建物、次の１１６ページに普通財産で同じく土地及び建物の調

書でございます。主だった分を御説明をいたします。１１５ページの１番左の土地でございますが、の中ほ

ど、決算年度中増減高、この分の御説明をいたします。上から５段目でございますが、公営住宅、３６.８

５平米の減となっておりますが、これは下道団地の分の減ということでございます。その二つ下、その他施

設で１６７.２２平米の減でございますが、これは浄水場の減、それから上第２保育所につきまして、錯誤

があったということで、減ということでございます。その右どなりの建物でございますが、その中の木造延

べ面積という欄があるかと思いますが、同じく年度中の増減でございますが上から二つ目、４８.８５平米

の減は、上の皆越地区の消防詰所の減でございます。それからその三つ下でございますが、５９.４０平米
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でこれは、これは婦津原団地と申しますかね、公営住宅の解体に伴いまして、行政財産から普通財産へ移っ

たものでございます。その一つ下、１８７.０８平米でございますが、これは旧岡原保育所、須恵保育所等

で錯誤によりまして面積の増減ございました。１８７.０８の減でございます。それからその右隣の非木造

の建物でございますが、この中の同じく年度中の増減でございますが、最上段１,４６４.０９の減でござい

ますが、これは旧東庁舎北会議室の減、それから庁舎改修等によりますところの増、先ほどちょっと触れま

した皆越の詰所の建てかえがございました、新しい分。そういったものの増減が含まれまして合わせてマイ

ナスの１,４６４.０９でございます。すいません、失礼しました。今の皆越の詰所その下でございましてこ

の２０.４０が皆越の詰所分でございます。その五つ下でございますが、公共用財産のその他の施設のマイ

ナス３２でございますが、上給食センターも錯誤がございました。これは錯誤で重複をしておった関係で、

その錯誤の調整でマイナス３２ということでございます。今御説明をした分の総計延べ面積が１番右欄の中

にそれぞれ計上されているところでございます。１１６ページでございますが、普通財産でございます。同

様の説明をいたします。土地の中の決算年度中の増減高、原野１,６６８平米の減でございますが、これは

払い下げによりますところの減でございます。雑種地３５３平米の減、これ地目変更宅地への地目変更を行

いました関係で雑種地の減でございます。宅地につきまして７２１.８２平米の減、これは寺田団地の払い

下げ等がございます。あわせて、その雑種地で申し上げました宅地の変更もありましてそのプラスマイナス

で７２１．８２平米の減でございます。右の欄でいっていただきまして、建物の中の非木造の決算年度中の

増減でございますが、宅地でございますが、１,６９２.３９平米の増。これは旧東庁舎北会議室の増でござ

います。以上が普通財産でございます。今申し上げました１１５ページ１１６ページの合計欄が１１７ペー

ジです。そして、財産に関する調書の総括表としてその集計表という形で上がっているところでございます。

以上が財産に関する調書でございます。総務課所管分につきましての説明以上でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（神田 利久君）  おはようございます。それでは企画財政課所管分の決算について説明をい

たします。７ページ上をおあけいただきたいと思います。歳入ですけれども、下のほうになりますが、款２

地方譲与税です。これにつきましては、国税として徴収しそのまま地方公共団体に対して譲与する税となっ

ております。その中で、項１、目１の地方揮発油譲与税ですが、これはガソリンに課税されるものです。そ

れから項の２、目１の自動車重量譲与税、これは車検時に課税されるものです。それから８ページのほうを

お開きいただきたいと思いますが、上段、項３目１の地方道路譲与税です。これにつきましては、地方揮発

油税に変更されておりまして、まだ旧法での地方道路譲与税が交付されている市町村等がありまして、一応

上げておりますけれども、本町は該当しておりませんので、割愛させていただきます。次に、款３、項１、

目１の利子割交付金です。預金利子等に課税されているものです。次に、款４、項１、目１の配当割交付金

ですが、これは株式等の配当に対して納められた税金で県民税配当割の収入額に１００分の９９を乗じまし

て、５分の３を市町村へ交付するというものです。県民税収入決算額により交付されます。次に款５、項１、

目１の株式等譲渡所得割交付金ですが、これは株式等の譲渡に対して課せられる税金でございますが、県民

税配当割の収入額に１００分の９９を乗じまして５分の３を市町村へ県民税収入決算額により交付されます。

次に、款６、項１、目１の地方消費税交付金ですが、これは県に納付された地方消費税の２分の１に相当す

る額のうち２分の１を市町村の国勢調査の人口、それから、あと残りの２分の１を市町村の事業所統計の従

業者数で案分して交付をされます。次に、款７、項１、目１のゴルフ場利用税交付金ですが、県に納められ

たゴルフ場利用税収入額の１０分の７に相当する額をゴルフ場利用税を納付したゴルフ場所在の市町村に交

付するものです。次に款８、項１、目１の自動車取得税交付金ですが、自動車の取得時に課税されるもので

す。県に納付されました自動車取得税額に政令で定める率９５％を乗じた額に１００分の７に相当する額を
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２分の１を市町村道の延長、それから残りの２分の１を市町村道の面積で案分して交付されるものです。次

に８ページから９ページにかけてですが、款９、項１、目１の地方特例交付金です。減収補てん特例交付金

ということで、住宅ローン減税に伴う地方の減収分の補てんということで交付されております。次に、款１

０、項１、目１の地方交付税ですが、普通交付税が５１億１,４４０万８,０００円。特別交付税が２億８,

８１８万３,０００円で、２６年度が普通交付税が５４億４,００３万８,０００円。それから特別交付税が

２億７,４８２万２,０００円となっております。普通交付税は２６年度から段階的に交付税額が減額されて

おりますけれども、平成２７年度は算定替えと１本算定額の差額の３割が減額されて交付されております。

次に１３ページをお開きいただきたいと思います。下のほうになりますが、目６総務費国庫補助金の節１、

地域活性化地域住民生活等緊急支援交付金ですが、これは地方創生の一環として国から交付されたもので二

つのタイプがあります。一つが地方消費喚起生活支援型、それからもう一つが地方創生先行型ということで、

昨年度からの繰越事業となっております。地域消費喚起生活支援型としましては、生活応援商品券事業、子

育て応援商品券事業、おまけつき商品券発行事業、それから地方創生先行型としましては、人口ビジョン総

合戦略策定事業、それから農業支援センター事業、それから、販路拡大強化事業、観光振興対策事業、結婚

子育て支援事業等に充当するようになっております。それから節３、社会保障税番号システム整備費補助金

の総務省社会保障税番号システム整備費補助金、それから、厚生労働省社会保障税番号システム整備費補助

金ですが、通称マイナンバー制度ですけれども、導入に伴いまして電算改修が必要になりますのでそのため

の補助金となっております。次に節４地方創生加速化交付金です。これは２８年度に繰り越したもので、事

業としては栗のブランド化による雇用創出事業に充てるようになっております。次に１４ページをお開きく

ださい。下のほうになりますが、款１５県支出金、項１県負担金、目３総務費県負担金、節１ふるさと寄附

負担金ですが、ふるさと寄附負担金１０２万円です。これは県のふるさと納税の中で、あさぎり町を指定し

て寄附をされたもので、それを受け入れているものです。次に１５ページをお開きください。上段の節１、

生活交通維持活性化総合交付金です。これは地方バスの運行に対して県から来る補助金です。それからその

下、節２土地利用規制等対策費補助金ですが、これは１万平米以上の土地の取引に対しまして届出報告の義

務がございます。それの事務費として交付されているものです。次に１７ページをお開きください。上のほ

うですが、項３県委託金、目１総務費県委託金、節１統計調査費委託金ですが、これは各種統計調査の委託

金としてきているものでございます。次に１８ページをお開きください。上段の節３、その他普通財産貸付

収入ですが、光ファイバー貸付収入で、あさぎり町で整備しておりますブロードバンド施設を貸しつけてお

りますので、その貸付収入として入ってきております。それから下のほうです。基金のその次の下の目２利

子及び配当金につきましては、先ほど会計課から説明がございましたので省略させていただきます。その下

のほうですが、項２財産売払収入、目２物品売払収入、節１物品売払収入、２４９万１,７９８円のうち９

万円についてですが、これは、ＶＯＮＵ機器分でして、テレビが映りにくい難視聴地域で地デジの再送信を

行うことによって、テレビの映りがよくなるようにするもので、対象者の機器の購入分を、一たん町のほう

で購入しまして、それを該当者の方に払い下げて設置するというものでして、台数は７台分です。それから

その下ですけれども、款１７寄附金、項１寄附金、目２指定寄附金、節１指定寄附金、ふるさと寄附金３,

５２７万７,０００円です。これはあさぎり町にふるさと納税として納められたものです。次に１９ページ

をお開きください。款１８繰入金、項１基金繰入金、目１町づくり基金繰入金、節１町づくり基金繰入金で

すが、これはあさぎり町新町建設計画に定められた事業のうち、あさぎり町民の連帯強化及び地域振興を目

的とする事業に対しまして基金を充てております。例を言いますと、支所の職員給与、支所の必要経費、区

長報酬、区の運営助成金等に充てております。その下、目２ふるさと基金繰入金、節１ふるさと基金繰入金

ですが、子供育成奨励支援に充てております。それから目４公共施設整備基金繰入金、節１公共施設整備基
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金繰入金ですが、平成２６年度から繰り越し事業で、総合窓口導入に伴う庁舎改修事業に充てております。

次に中ほどの款１９、項１、目１節１の繰越金ですが、前年度繰越金が５億７１１万８,４５０円、それか

ら２６年度の繰越明許明許分で、３,２７４万１,４６６円となっております。次に２０ページをお開きくだ

さい。項４、目３、節１の雑入ですが、２１ページをお開きいただきたいと思いますが、備考欄の上から９

行目、市町村振興事業補助金です。これはサマージャンボの収益金で資源有価物回収事業に充てるものです。

その下の予算書代ですが、平成２７・２８年度当初予算代として上がってきております。それからその下の

広報紙等送料代ですが、広報あさぎりを年間購読されておられる方が３名ほどおられますので、その購読料

となっております。その下の広告掲載料ですが、広報あさぎりに広告を掲載された会社が２社ほどございま

したので、その掲載料です。その下、平成２７年度公益財団法人熊本県市町村振興協会市町村交付金ですが、

これはオータムジャンボの益金を利用しまして交付されるもので、主にＡＬＴ外国語指導助手の財源に充て

ているところです。次に、２７ページをお開きいただきたいと思います。ここから歳出になりますけれども、

目３、文書広報費、支出済額で２４１万２,５５３円となっておりますが、主な支出としましては、節１１

需用費の印刷製本費で、毎月発行しております広報あさぎりの印刷代です。それからすいません需要費の中

で繰越明許をしておりまして２４９万５,０００円上がっておりますが、これは町政要覧の分です。次に目

４財政管理費６６２万１,９１１円ですが、節１報酬と節９旅費の費用弁償は補助金等審議会委員さんに対

する報酬と費弁となっております。それから節１３委託料ですが、財務諸表作成支援業務委託料１３３万９,

２００円ですが、これにつきましては、新公会計制度の整備を進めているところですけれども、その間総務

省方式改定モデルを採用しまして、この財務諸表をですね、作成委託をしているところです。それからその

下になりますが、新地方公会計統一基準移行等支援業務委託料、４９６万８,０００円ですが、これは２７

年度から２８年度にかけまして整備を行っておりまして、内容としましては、固定資産台帳の整備とそれか

ら公共施設等総合管理計画の策定となっております。次に３０ページ下段、目７企画振興費です。１億１,

１０８万２,４６５円ですが、節１報酬、３１ページに移りますが、節９旅費の費用弁償はまちづくり審議

会の委員報酬と費用弁償です。それから節１１需用費の消耗品費の中の美化パートナーに関する経費で、美

化活動に使用する用具の購入なども含まれております。次に、節１９負担金補助及び交付金です。まず、地

方バス運行等特別対策補助金ですが、あさぎり町内の６系統通っておりますけれども、その中で経常欠損額

が１億２８１万１,０００円ございまして、あさぎり町が補助として出している分が２,２５０万２,０００

円となっております。それから地域づくり団体助成金、これについては地域づくりをされております区ある

いは団体等に対して助成を行っているところですが、２７年度につきましては、新たに取り組まれたところ

はございません。それから下から３段目のくま川鉄道経営安定化補助金９３０万３,０００円です。これは

くま川鉄道の経常損益が４,３５５万１,８７３円ございましたので、これを関係市町村で補てんしておりま

す。それから３２ページをお開きください。上のほうですが、目８電子計算費です。節３職員手当等につい

てですが、この中で、予備費充用をしております。これについては、マイナンバー制度の導入に伴いまして、

会計検査がございましたのでそれに対応するために、予備費を充用しているものです。それから節１３委託

料ですが、電算システム改修委託料については、マイナンバー制度の導入に伴いまして業務システムを改修

する必要から改修をしたところです。それから予備費充用で１３万円につきましては、２７年度に行政区の

統合があっておりまして、上西地区と下西地区が統合されております。これによりまして、住民記録システ

ムを変更する必要がございましたので、その経費として、予備費から充用をしているところです。それから

節１８備品購入費です。これにつきましては総合窓口にしまして、来客者の方がこられまして、職員の電算

端末機の情報が見えないようにするために覗き見フィルターを購入しているものです。それから節１９負担

金補助及び交付金の中の社会保障税番号制度中間サーバープラットホーム利用負担金ですが、中間サーバー
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プラットホームを東日本と西日本２カ所に設置されて運用されますが、その運用費の負担金として５５８万

６,０００円を支出しております。それから次に３４ページをお開きください。下のほうです。目１４基金

費です。節２５積立金、４億４,８１１万２,０７８円、これはふるさと基金、まちづくり基金、公共施設整

備基金、産業活性化基金の積立金につきましては、預金利子を積み立てております。それから、財政調整基

金につきましては、預金利子、債権利息、それに前年度繰越金等を積み立てているものです。次に目１５地

域情報通信基盤整備推進事業費です。３５ページをお開きください。節１５、工事請負費ですが、公共施設

の中にありましたＩＰ告知機器を、屋外へ移設するというふうな工事、あるいは吉井住宅防災告知局設置工

事ですね、これ新たに設置するものです。それから地デジ難視聴対策世帯整備ということで７件ありまして、

そういったものの工事を行いまして３９６万９,４３２円となっております。それから明許繰越事業で、こ

れは岡原の保育所内に新たに防災告知施設を設置したり、あるいは個別受信機をですね、追加工事を行って

おります。それから節１８備品購入費です。これについては、地デジ難視聴対策のためのＶーＯＮＵ機器１

０台分を購入しているものです。次に、目１７ふるさと寄附対策費です。節８報償費のふるさと寄附お礼品

ですが、ふるさと納税で寄附をされた方に対しまして、寄附額の約４割を返礼するようにしております。そ

の分の経費です。それから節１３委託料ですが、ふるさと寄附代理受領業務委託料は、クレジットカード決

済分です。それからふるさと寄附特産品発送業務委託料は、お礼品の業務をふるさと振興社へ委託しており

まして、給付額の９％の消費税を委託料として払っております。次に、目１８地方創生費ですが、節１報酬

及び節９旅費の費用弁償、これにつきましては、あさぎり町まちひとしごと創生推進会議の構成員であるま

ちづくり審議会委員の方への報酬及び費用弁償となっております。それから節８報償費の総合戦略推進会議

謝金ですが、あさぎり町まちひとしごと創生推進会議の中で、まちづくり審議会委員さんを除く方の謝金と

して出しております。３６ページをお開きいただきたいと思います。節１１需用費の印刷製本費ですが、こ

れは人口ビジョン及び総合戦略を作成しましたのでその印刷代です。それから節１３委託料ですが、人口ビ

ジョン及び総合戦略策定支援委託料です。これは業者に委託して今回、人口ビジョン及び総合戦略策定を行

ったところです。それから飛びまして４１ページです。下のほうですが、項５統計調査費です。目１統計調

査総務費につきましては経常経費ですが、目２学校基本調査から４３ページの国勢調査につきましては、調

査の委託費等を財源としまして、調査を行っているところです。その主なものとしましては、調査員報酬が

主な支出と、あと調査に係る消耗品等が主な支出となっております。平成２７年度で大きな統計調査は、５

年に一度行われます国勢調査でございましたけれども、これは普通交付税にも影響を及ぼすもので今回の調

査結果はまだ速報値ではございますけど、あさぎり町の人口が１万５,５３２名となっております。それか

ら最後になりますが、１１１ページをお開きください。款１１、項１公債費、目１元金で１２億６,３９４

万７,１７６円の支出となっております。その下、目２利子ですが、１億６９０万６,５６６円となっており

ます。公債費の平成２７年度末の残高は１１０億５,３１２万３,９５２円となっておりまして、前年度平成

２６年度末が１１７億６,１１７万１,１２８円で７億８０４万７,１７６円の減となっております。以上企

画財政課所管分の説明を終わらせていただきます。どうかよろしくお願いします。 

◎議長（山口 和幸君）  ここで１０分間休憩します。 

 

休憩 午前１１時０７分 

再開 午前１１時１７分 

 

◎議長（山口 和幸君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。教育課長。 

●教育課長(木下 尚宏君)  教育課所管分につきまして、決算書に基づき歳入のほうから説明を申し上げます。
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１０ページをお開き下さい。目４の教育費負担金です。備考欄にも記載してあります通り、小学校中学校か

らそれぞれ日本スポーツ振興センター負担金として受け入れをしております。学校の管理下におけます災害

等に対しまして共済給付を行う事業の負担金でございます。各学校の保護者のほうから負担金として、歳入

で受け入れたもので、小学校が８２４名分、中学校が４４７名分となっております。最下段の目７、教育施

設使用料でございます。教育課が管理しております施設の使用料ということで受け入れをしております。節

１の社会教育施設使用料につきましては、須恵文化ホールから深田校区公民館、これはせきれい館でござい

ます。次のページ１１ページをお願いいたします。上校区公民館から生涯学習センターまでの使用料という

ことで歳入を受けております。節２の学校体育施設使用料でございますが、各小学校の体育館使用料という

ことで４９万６３０円の受け入れとなります。節３の体育施設使用料につきましては、運動公園施設等の使

用料とＢ＆Ｇ海洋センターの使用料ということで受け入れをいたしております。節４の教職員住宅使用料、

９４万円でございますけれども、深田と岡原に５棟住宅がございます。それに関する使用料ということで受

け入れております。節５の学校給食センター施設使用料ですが、１０万円、町で所有しております施設と配

送車３台分の使用料ということで受け入れをいたしております。続きまして１３ページをお願いいたします。

中ほどになります。目４、教育費国庫補助金、節１の幼稚園就園奨励費補助金でございますけれども、６万

１,０００円を受け入れをいたしております。私立幼稚園の保育料及び入園料の減免に対しまして、町から

交付します就園奨励補助金の３分の１以内を国から補助がございます。その受け入れ分ということで歳入に

計上しております。節２の僻地児童生徒援助費等補助金でございます。１０３万円となりますが、スクール

バスの運行に係る経費の一部について、国から２分の１の補助金として交付されるものでございます。１７

ページをお願いいたします。目６の教育費県補助金の１番上の行、節１の教育費補助金といたしまして、免

田小学校が取り組んでおります食育研究のための学校体育健康教育関係研究推進校補助金として１０万円。

続きまして水俣に学ぶ肥後っ子教室補助金９万５,０００円でございますが、環境問題をより身近な問題と

して、水俣を訪問し学習させる事業でございます。２分の１の補助ということになっておりまして、各小学

校の５年生を対象に実施をしたところでございます。１８ページをお願いいたします。目２の利子及び配当

金でございます。節１の利子及び配当金の中から下から２行、奨学金基金利子とそれから学校教育施設整備

基金利子、この二つが教育課所管の利子となります。１番下の目２指定寄附金でございます。この中の１番

下教育費寄附金が１８万７,２００円ございます。これはふるさと関西会からの１０万円、それから中部ふ

るさと会から５万７,２００円。そして、中央タクシー様から３万円の寄附をいただいております。続きま

して２２ページをお願いいたします。雑入の中から、２２ページのほうの上から６行目、自主事業入場料か

ら１番下の自治総合センターシンポジウム事業助成金までが教育課所管となります。そこの中ほどに太陽光

発電売電収入６１万２,７９２円がございますが、これにつきましては、お手元に別紙資料を配付しており

ますのでその中で説明をさせていただきたいと思います。後ほど御説明いたします。その下になりますが、

学校給食食育推進交付金２０万円です。免田小学校の食育研究に対する補助金で公益財団法人熊本県学校給

食会から受け入れをしております。その下、スポーツ振興くじ助成金、７８５万２,０００円の受け入れを

いたしております。岡原総合運動公園の整備事業分としての助成金でございます。１番下の自治総合センタ

ーシンポジウム事業補助助成金１９０万円ですが、これは昨年８月に行いました本目遺跡発掘２０周年記念

の関連事業分としての受け入れをしているものでございます。最下段、町債の目４、教育債、節２学校施設

整備事業債でございます。岡原小学校プールの塗装工事分と、それからあさぎり中学校の既存普通教室棟屋

根改修工事分として３,３２０万円を借り入れております。歳出に移らせていただきます。９０ページをお

願いいたします。歳出につきましては主なものを説明させていただきたいと思います。まず款９教育費、項

１、教育総務費、目１の教育委員会費でございます。平成２７年度におきましては、教育委員会会議を１４
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回開催いたしまして、教育委員報酬につきましては四半期ごと、会議出席の費用弁償につきましては毎月支

払いを行ってきたところでございます。目２の事務局費でございますが、教育課内の教育長と学校教育担当

職員の人件費、それと次のページ９１ページ中ほど、１９節にございますけれども、日本スポーツ振興セン

ター負担金が主な支出内容となります。続きまして目３の教育振興費でございます。外国青年、それから非

常勤職員、教育審議員の人件費、それから、学校関係の各種負担金などが主な支出内容でございます。この

中で特筆すべきものということで、次ページの９２ページのほうをごらんいただきたいと思います。下から

２段目、節１８の備品購入費といたしまして、学校校務支援システムソフトウエア、それと特別支援学級が

ふえました上小と岡原小にそれぞれ電子黒板を１台ずつ購入しております。続きまして、節１９、負担金補

助及び交付金でございますけれども、９３ページになりますけれども、上から３行目、子供育成奨励支援金

１１８万８００円を支出しております。これにつきましては、ふるさと寄附金の活用、それと人材育成を図

る観点から、町の将来を担います町内小学校児童、中学高校生に対しましての支援事業として実施したもの

でございます。対象者数としまして５６名に支援金を交付いたしております。続きまして、目４の教職員住

宅費でございます。教育課で管理しております５棟の教職員住宅の管理費として支出したもので、深田に３

棟それから岡原のほうに２棟ございます。節１５の工事請負費でございますが、４６万４,４００円を支出

しております。椿坂教職員住宅の屋根改修工事分として支出いたしております。節１８の備品購入費は、洗

濯機、ガスコンロ、エアコン等の故障を見まして買いかえておるところでございます。続きまして、項２の

小学校費、目１学校管理費でございます。管内小学校５校分の管理経費ということで支出をいたしておりま

す。節１の報酬の中で特別支援教育支援員報酬、１,７９５万８,２４０円を支出いたしております。支援を

要する子供たちの教育の充実を図るために、小学校には支援員１０名を配置したものでございます。次ペー

ジをお願いいたします。節１１の消耗品費の金額が昨年度より増額となっておりますが、４年に１度の教科

書改訂によります教師用指導書の購入によるものでございます。９５ページをお願いいたします。節１３委

託料でございます。上から２行目に、学校用務業務委託料として１,０９５万５,７９１円を支出いたしてお

りますが、各小学校に配置しております庁務手５名分の委託料となります。下から３行目でございますけれ

ども、図書司書派遣委託料、１,１０４万３,４７３円でございますが、平成２６年度から各小学校に１名ず

つ配置いたしました図書司書５名分の派遣委託料でございます。９６ページをお願いいたします。節１５の

工事請負費でございますが、まず４５０万円を翌年度に繰り越しております。これは上小学校と岡原小学校

のほうに空調設備を整備するものでございます。支出１,５７２万２,５３８円につきましては、岡原小学校

のプール塗装工事、それから深田小学校の高学年棟の階段室天井改修工事を行っておりますが、これが主な

ものでございます。続きまして９７ページをお願いいたします。項３中学校費、目１学校管理費でございま

す。あさぎり中学校に係ります管理経費の支出をいたしております。節１の報酬でございますけれども、３

行目の特別支援教育支援員報酬３６６万７,２００円につきましては、中学校に配置しました２名の支援員

の報酬となります。節８の報償費の中に、上から３行目でございます。心の教室相談謝金ということで８８

万円を支出しております。相談員１名を委嘱いたしまして、学校、家庭訪問でまた不登校、また不登校ぎみ

の生徒の相談事業を実施したものでございます。続きまして９８ページをお願いいたします。節１３の委託

料、この中から上から３行目でございます。学校用務業務委託料２１４万３,９１０円でございますが、庁

務手１名分の委託料ということで支払いをいたしております。下から４行目になりますけれども、芝管理委

託料として２１１万４,３２５円でございますが、中学校グラウンドの芝を管理しますために、目土の散布

経費、それから芝の補植等を実施したものでございます。その下図書司書派遣委託料２１９万５,５０７円

につきましては、小学校同様１名の図書司書を配置したものでございます。学校事務補助派遣委託料として

２１６万９３８円支出しておりますが、昨年まで庁務手２名としておりましたが、そのうちの１名を事務補
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助ができるように配置替えをしたものでございます。節１５の工事請負費でございますが、２,２４１万円、

これにつきましては既存普通教室棟の屋根改修工事、それから体育館のバスケットボードの移設工事分など

が施工しております。続きまして９９ページをお願いします。節１８の備品購入費でございます。１番下の

一般備品購入費繰越明許ということで３９万６,９５４円を支出しております。平成２６年度からの繰越事

業でございますが、特別支援学級教室の整理棚それから布製のパーテーションなどを購入したものでござい

ます。続きまして目２、スクールバス運行費でございますが、あさぎり中学校のスクールバス運行に必要な

経費として支出をしたものでございます。平成２７年度は４路線を運行しておりますけれども、町所有の３

台で浜の上線、平山荒茂線、鷺巣線、これを補っておりますし、タクシー会社所有の１台で新深田線のほう

を補っております。計４台で運行したものでございます。節１５、工事請負費２０３万４００円を支出して

おりますけれども、深田の荒茂地区の生徒５名がスクールバスを利用しておりまして荒茂バス停の待合所設

置工事を施工しております。項４生涯学習費、目１生涯学習総務費でございます。主な支出項目につきまし

ては、職員の人件費でございます。社会教育担当４名分が本目のほうから支出をされております。次のペー

ジをお願いいたします。最下段の節１９の負担金補助及び交付金、備考欄に示しておりますとおり、各種の

社会教育団体への補助金を支出しておりまして、育成を図っているものでございます。１０１ページをお願

いいたします。目２公民館費です。深田地区のせきれい館を含めました公民館に関する経費を支出しており

ます。節１の公民分館長５２名の年報酬をお支払いしております。中ほどの節１１需用費、修繕料の１５７

万１,６１６円のうち、主なものといたしまして、せきれい館の移動観覧席が作動しなくなりまして修繕を

施工したもの、また調理室の空調機の修理などが主なものでございます。その下節１２の役務費でございま

すけれども、４行目に公民館総合保障制度保険料２９４万２５０円を支出しております。公民館行事等に参

加した際の事故などに対する保険給付のために、毎年度支出をしているものでございます。節１３の委託料

でございますが、次ページ、上から３行目になりますけれども、施設管理業務委託料として２０２万７,３

３７円につきましては、せきれい館におきます土日、祝祭日または夜間の開館に対応するために、シルバー

人材センターへ管理業務を委託したものでございます。節１９負担金補助及び交付金、２行目に公民分館等

施設整備費補助金、１１３万９,８００円がございます。公民分館の改修に係ります補助金でございまして、

２７年度におきましては１２分館に対しまして補助金の支出を行っております。目３、文化財保護費でござ

います。町内文化財の保護継承に係る経費として支出をしたものでございます。節１報酬では文化財保護審

議会委員５名とそれから文化財専門員１名の報酬の支払いをしております。１番下の節８の報償費に、シン

ポジウム事業講師謝金５７万２,０００円。それと、シンポジウム事業商品代２１万３,０００円があります

けれども、これは昨年８月の２２、２３日２日間にわたりまして実施しました本目遺跡発掘２０周年記念の

関連事業分でございます。このほかに費用弁償、印刷製本費、広告料など合わせまして、合計で２１０万９,

０７１円を支出しております。次のページをお願いいたします。節１３委託料の上から３行目、指定文化財

修理委託料でございますが、才園古墳の出土品金属製品の修理を行っておりまして、その費用でございます。

それから発掘作業員委託料、これにつきましては２７年度掩体壕の発掘調査を行ったものでございます。鎏

金獣帯鏡のレプリカ制作委託料１４０万４,０００円、これにつきましては当時の鏡に似せたものと、それ

から現在の鏡に似せたものの２種類を作成しております。次のページをお願いいたします。節１９の負担金

補助及び交付金の中で、上から３行目、伝統芸能の継承補助金、４５万５,０００円につきましては、町内

の１０の団体へ補助金を交付いたしております。下から３行目、人吉球磨日本遺産活用協議会負担金５０万

円をこれは当座の資金として支出をしておりますが、平成２７年度から文化庁の補助金３カ年を活用いたし

まして発足しております。主にソフト事業を中心として広域で連携した活動を行っていただいております。

続きまして目４、文化ホール運営費でございます。文化ホールの施設維持管理費としまして支出をしており
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ます。節１１需用費の修繕料１１３万３２８円を支出しておりますが、主なものといたしまして今年１月の

寒波による外トイレの修理が主なものとなっております。１０５ページをお願いいたします。節１３の委託

料でございますけれども、一行目の施設管理業務委託料６０８万８,５００円でございますが、請負業務と

して２名を配置いたしまして、機械設備の操作等も含め施設管理業務を委託したものでございます。下から

４行目の自主文化事業委託料、１９７万２,１２１円につきましては、２７年度において自衛隊音楽隊演奏

会を初めといたしまして計７本の事業を行ったところでございます。目５の図書館費でございます。節１の

報酬の中で２行目に図書司書報酬１４７万８,４００円がございます。図書司書補１名を配置しまして、生

涯学習センターとせきれい館の図書館の通常業務、点検、整理を行っていただいております。次のページを

お願いいたします。節１３の委託料でございます。２行目の施設管理業務委託料３６万５,９０４円につき

ましては、生涯学習センターの図書館を週３回夜間開放を行っておりますけれども、開放時の管理業務とし

てシルバー人材センターへ委託をしたものでございます。節１８の備品購入費、図書購入費といたしまして

７８万８,９１７円を支出しております。図書購入冊数といたしまして、６２０冊分の図書の購入費でござ

います。ちなみに図書の貸出数についてお知らせしておきたいと思います。生涯学習センターが８,１５５

冊、せきれい館のほうが６,４５３冊の図書の貸し出しを行っております。続きまして目６の生涯学習セン

ター事業費でございます。生涯学習センターの維持管理経費として支出をしております。次ページをお願い

したいと思います。１番上、節１５の工事請負費、３９万１,５００円でございます。生涯学習センターの

入り口に正門の門扉がありましたけれども、常にセンターは開放していること、それから車の入りに支障が

あるということなどを考慮しまして撤去をいたしておりまして、その費用でございます。項５保健体育費、

目１保健体育総務費でございます。社会体育担当の３名の人件費、また節１報酬でスポーツ推進委員さんの

２９名の報酬、それから３月に設置いたしました小学校部活動社会体育移行検討委員会の委員報酬、それと、

節１９におきましては、体育協会、球磨川マラソン大会、各協会の補助金ということで支出を行ったもので

ございます。次のページをお願いいたします。目２の体育施設費でございます。教育課で管理します施設、

上総合運動公園、免田総合グラウンド、岡原総合運動公園、高山運動公園、それとＢ＆Ｇプールの管理運営

費として支出をいたしております。節７の賃金のところをごらんいただきますと、Ｂ＆Ｇプールの管理員賃

金として、２３３万５円を支払っております。受付監視業務ということで７名を雇用したものでございます。

最下段の節１３委託料、１行目に設計委託料２２０万４１１円を支出しておりますけれども、岡原運動公園

の整備工事設計業務委託、それとＢ＆Ｇプールの照明改修の設計業務委託分でございます。次のページをお

願いいたします。委託料の続きで下から３行目、予約管理システム保守委託料ですが、昨年度導入いたしま

した社会体育施設の予約管理システム、これによりまして住民サービスの向上、それと事務の効率化を図っ

ております。保守委託として、９５万５,５８０円を支出しておりますけれども、ハードウエアの保守５年

分５３万円を含んでおりまして、９５万５,５８０円となっております。その下施設維持管理作業員派遣業

務委託料９００万４,８９５円でございますけれども、作業員４名で社会体育施設及び学校施設の修繕、草

刈り、維持管理を行っております。その委託料でございます。節１５の工事請負費、２,８３７万５,９４７

円につきましては、岡原総合運動公園の天然芝生改修工事、２,３２２万円とＢ＆Ｇ海洋センタープールの

照明器具改修工事費３０６万５,８２８円が主な支出項目でございます。節１８の備品購入費、１１９万９,

２４８円につきましては、Ｂ＆Ｇの海洋センタープールのコインロッカーを整備させていただいております。

６１万３,４４０円。それから高山運動公園のほうへＡＥＤを整備したもの、２３万２，２００円が主な支

出でございます。項６学校給食費、目１給食センター運営費でございます。施設の管理運営費それと給食の

調理運搬業務委託が主な経費となりますけれども、センター長も含め、３名の人件費につきましても、本目

のほうから支出をしているものでございます。次のページをお願いいたします。節１１需用費の一番下、繰
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越明許といたしまして１２４万２,０００円でございますが、これにつきましては、調理室内の空調機の修

繕費ということで、繰り越しを行い春休み中に施工したものでございます。節１３の委託料でございますが、

上から５行目でございます。給食調理運搬業務委託料、５,１４３万４,３６６円、これにつきましては調理

と運搬業務に２０名を雇用しまして、管内の小中学校へ配食をいたしております。参考ということで報告い

たしますけれども、小学校に提供しました食数が１８万４,００８食、中学校に提供しました食数が９万５,

２８７食を２７年度中に提供しております。次に１１１ページをお願いいたします。２段目、節１８の備品

購入費の２５４万９,５０２円につきましては、給食用の深皿を購入しておりますけれども、１,７００膳、

それからフォークスプーンを１,９００本、それと食物アレルギーを持つ児童生徒に対応するために除去食

を入れます真空断熱フードジャーなどを備品として購入をさせていただいております。最後に、お手元に配

付しました太陽光発電の資料について説明をしたいと思います。Ａ３のペーパー１枚一覧表ということでお

配りしておりますけれども、これにつきましては、決算時に提示してほしいという御要望がございますので

本年度も提示をさせていただきました。まず表の見方でございますけれども、左側に学校名、項目がござい

ます。項目の欄をごらんいただきますとＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄというふうにアルファベットをふっておりますけれ

ども、Ｂの欄、発電量につきましては、自家使用料とそれから売電分がございます。それとＡの支払い電力

量ということで数値を記載しておりますけれども、ここは九州電力さんへ支払いいたしました電気料の数値

になります。したがいまして学校全体でどのくらいの電気を使ったかといいますと、１番上の総使用電力量

ということで、九電さんにお支払いした電力量Ａ、それと発電した中の自家使用料Ｃも合わせた分が総使用

電力量ということでごらんいただきたいと思います。それぞれの学校の状況はここに記載のとおりでござい

ますけれども、１番右のほうに網掛けをした部分がございます。下のほう、下段のほうでございますけれど

も、これにつきましては、自家発電した使用料それと売電料を金額に換算した場合どのくらいになるかとい

うことで１番右下のほうに網掛けをしております。自家使用料を換算しますと、１４４万５,３６６円、売

電しました金額は６１万２,７９２円ということで、この売電した金額につきましては先ほど決算書の歳入

と同額ということになります。以上、本表の説明を終わらせていただきます。教育課については以上でござ

います。 

◎議長（山口 和幸君）  説明が終わりましたので、これから質疑を行います。企画財政課長。追加答弁、は

い。 

●企画財政課長（神田 利久君）  すいません。説明で漏らしておるところがございましたので追加で説明さ

せていただきます。歳入で２２ページをおあけいただきたいと思いますが、款２１、項１、町債、目１総務

債、節１臨時財政対策債、３億３,７１０万円ですが、これは交付税総額が不足する場合、国と地方の責任

の明確化や国地方を通じる財政の透明化を図るため、不足額を国と地方で折半し、地方分については、各団

体で地方債を発行して補てんするというものです。それとその下、節２調査改修事業債、これにつきまして

は、２６年度からの繰越事業で行っておりまして庁舎改修事業に充てたものです。それと歳出のほうでです

ね、３４ページおあけいただきたいと思いますが、中ほどの目１４基金費です。節の２５積立金の中でふる

さと基金積立金につきまして、これについては預金利子等を積み立ててるというふうな説明を誤ってしてし

まいました。これについては、ふるさと納税で寄附いただきました金額とそれから定期利子ですね、それを

積み立ててるというふうなことで御理解いただきたいというふうに思います。以上説明にかえさせてていた

だきます。よろしくお願いします。 

◎議長（山口 和幸君）  ほかに追加説明ありませんか。それでは説明が終わりましたので、これから質疑を

行いますが、各課ごとに質疑を行ってまいります。最初に、会計課所管について質疑ございませんか。あり

ませんか。 
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（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  ないようですので、続きまして、総務課の所管について質疑をお願いいたします。

２番、難波文美議員。 

○議員（２番 難波 文美君）  ２番難波でございます。総務課について質問いたします。９０ページ、目４

防災管理費の中の節１１需用費、消耗品費の説明ということで、備蓄品の購入に充てたということで２９８

万４,７４８円というお話だったんですが、この備蓄品の数というのは、あさぎり町民の数に対してどんな

ふうになってるんでしょうか。お分かりでしたら教えていただければと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  那須総務課主幹。 

●総務課主幹（那須 照正君）  備蓄品の数につきましてですが、備蓄品は人吉南縁断層地震における想定避

難者数というものを２,３５２名を見込んでおります。これにつきまして、避難所生活者、町内の避難所に

おいて生活される方の見込みを０.６５％、１,５２８名を見込んでおります。こちらの人数に対して食糧に

つきましては３日程度、目安として必要数を計算しまして、それを５年間で買っていく中の２７年度分に購

入したと数量ということになります。 

◎議長（山口 和幸君）  ほかに質疑ありませんか。５番、久保尚人議員。 

○議員（５番 久保 尚人君）  ５番久保です。それでは３２ページの１９節の負担金補助及び交付金の電子

自治体共同運営協議会負担金というところと、あと１１８ページの２の物品のところでお聞きしたいと思い

ます。まずはその電子自治体共同運営協議会負担金というところで、この協議会自体はどのような活動を。 

◎議長（山口 和幸君）  電子自治体共同運営協議会の負担金については企画財政課になりますので、 

○議員（５番 久保 尚人君）  その時にしましょう。では次の１１８ページの物品のところ、この中で普通

車と軽自動車がありますけれども、これ普通車・軽自動車の台数というのは、どういう比率になってますで

しょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  高田総務課主幹。 

●総務課主幹（高田 真之君）  総務課高田です。現在公用車の台数につきましては８６台ございます。比率

につきましては、後ほどお答えしたいと思います。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  久保議員。 

○議員（５番 久保 尚人君）  あとちょっと質問ができないんでいいですか、また改めて、じゃ答えを聞い

てからで。 

◎議長（山口 和幸君）  ここで一旦休憩して、資料をもって説明いただいてから、質問に入りましょうかね。

ここで休憩いたします。午後は１時３０分から再開いたします。 

 

休憩 午前１１時５８分 

再開 午後 １時３０分 

 

◎議長（山口 和幸君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。高田主幹。 

●総務課主幹（高田 真之君）  先ほどは失礼いたしました。久保議員の問いに対するお答えですけれども、

先ほど申しました数字につきましては、一般会計以外の分及び車種の違う分あとリース分が含まれておりま

して、普通車と軽自動車につきましては１１８ページにございますとおり、５７台であります。そのうち普

通車が３０台、軽自動車が２７台です。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  久保議員。 

○議員（５番 久保 尚人君）  実は隣町の多良木町で取り組んでいらっしゃるのが、維持経費あたり見直そ
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うということで普通車をどんどん通常使われる分を軽自動車に代えてらっしゃいます。今の軽自動車も随分

性能もいいです、燃費もいいですし、室内も広くなってますんで、そういう面も考えていただいて是非今取

り組んでいただいてるのかもしれませんけれども、普通車を買いかえられる際には支障がなければ、そうい

う形で軽自動車の活用をどんどん進めてていただきたいと思ったところでした。いかがですか。 

◎議長（山口 和幸君）  高田主幹。 

●総務課主幹（高田 真之君）  平成２７年度につきましては、ワゴン車１台と軽乗用車３台のほうを更新し

ております。また本年２８年度につきましては、ワゴン車１台と軽乗用車２台ということで、軽乗用車等を

増やしております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  ほかにございませんか。６番、小出議員。 

○議員（６番 小出 高明君）  ６番、小出です。１７ページをお願いします。款１６財産収入のところの土

地建物貸付についてですが、さっき説明のほうで１０３件の契約、貸し付けがあって、そのうち４件が無償

貸付ということだったですが、この無償貸付の４件について、どういうところに貸しておられるのか、お尋

ねしたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  総務課長。 

●総務課長（小谷 節雄君）  地区のリサイクル場を設置されたような土地とか、それから無償はあとは公園

用地、具体的には岡麓の諏訪公園の公園用地、そういう地区に貸し付けるようなケースについては無償って

いう形での貸付を行っているところでございます。 

◎議長（山口 和幸君）  小出議員。 

○議員（６番 小出 高明君）  上地区の合併公園付近の近くの農地があっですよね、あの件については、未

だに無償貸付けということですが、どぎゃんなっとっとですかね。 

◎議長（山口 和幸君）  高田主幹。 

●総務課主幹（高田 真之君）  今の質問ですけれども、合併記念公園につきましては、有償で貸し付けにし

ております。 

◎議長（山口 和幸君）  小出議員。 

○議員（６番 小出 高明君）  ということは、畜産農家の方とはもう契約済みということですかね、有償の

貸し付け契約。 

◎議長（山口 和幸君）  高田主幹。 

●総務課主幹（高田 真之君）  会社のほうに貸付、合併記念のほうはしておりますけれども。 

◎議長（山口 和幸君）  高田主幹、ちょっと事情の違うで、ちょっと打ち合わせをして、暫時休憩します。 

 

休憩 午後１時３５分 

再開 午後１時３７分 

 

◎議長（山口 和幸君）  再開します。総務課長。 

●総務課長（小谷 節雄君）  失礼しました。今、議員のおっしゃってるのは以前畜産農家さんのほうでとい

う分だというふうに思っております。私どもの認識では当初の中にその分は、現在入ってきておりませんの

で、実は先ほどちょっと高田が申し上げました新しく参入されている業者さんもおられますが、その付近の

確認を、今議員がおっしゃる御指摘の分につきましては、確認をしたいと思います。現在私どもが把握して

おります資料の中では、それは契約をしてない状態になっておりますので、現時点での認識は以前の無償の

貸し付けについては終了しているというような認識でおりますが、ちょっと確認をさせていただきます。 
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◎議長（山口 和幸君）  ４番、橋本誠議員。 

○議員（４番 橋本 誠君）  ４番橋本です。６番議員の関連じゃないですが、ページ１７の財産貸付収入の

分とそれとページ２４の目１一般管理費報酬の入札監視委員会の報酬の２点についてお伺いいたします。ま

ずはページ１７目１財産貸付収入の分で、結局は山平さん、山の幸興社が継承された山平さんが、多分契約

されとると思うんですが、今現状として、どういう契約で、どれぐらい返済がなったかというのが知りたい

ことと、入札監視委員会の報酬の中で、人数が何人いて、どういうことをするのかをちょっとお伺いいたし

ます。 

◎議長（山口 和幸君）  高田主幹。 

●総務課主幹（高田 真之君）  まず１点目ですけれども、現在山平さんにつきましては、本年の６月で契約

を更新を終了しております。それまでの収入につきましては、上庁舎の貸付料及び電気料あと先ほどの合併

記念公園の貸付料をお支払いいただいておるところでございます。 

◎議長（山口 和幸君）  高田主幹。 

●総務課主幹（高田 真之君）  ２点目ですけども、入札監視委員会につきましては、４名の方が委員さんで

おられまして、入札の公平公正に関しまして、審議をいただいているところでございます。以上です。 

○議員（４番 橋本 誠君）  １点目の更新はもうしてないんですかね。それこそ前の話では１０年間ぐらい

で家賃を収入して１,０００万のお金を返すということで聞いとったもんですから、更新しないのであれば、

どれぐらいの金でいっさい返すのか、それちょっと教えてもらいます。 

●総務課主幹（高田 真之君）  失礼いたしました。先ほどの更新につきましては、上庁舎のほうの貸付料っ

ていいますか、そちらの借りてるのを更新をしておりません。ただ、合併記念公園につきましては、そのま

ま借りておられます。 

◎議長（山口 和幸君）  橋本議員の質問に対しては、町長か副町長が、答えなったがよくなかですか。町長。 

●町長（愛甲 一典君）  合併記念公園のほうではあすこにハウスがあって、そのハウスでシイタケ栽培を何

とか継続していただいているという状況ですね。ただ今現在も継続されてまして、シイタケ栽培を増やした

いという思いは持っておられるみたいですけど、材料が私たちも要望があって、シイタケの原木をチップ化

していただければ、もっとやるんですけどということ言われてますけど、そこまではちょっと難しいという

ことで、まずは継続しながら、次のチャンスを探すということで、今頑張っておられます、そういった状況

でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  橋本議員。 

○議員（４番 橋本 誠君）  それでしたら、そのお金は今もう更新がなくなって、実際庁舎の分のお金と合

併記念公園の金で戻すということだったですよね。その説明は、前の議会のときの説明、話ですから。それ

がなくなるなら、だんだん少のうなって１０年じゃなしに１０年１５年という形になっとですか。そこらは

ちゃんとしっかりとした考えを持って返済してもらわんば、そういう１,０００万円を取り戻すことでそう

いう答弁だったでしょ。そこはどぎゃんなっとですかね。 

◎議長（山口 和幸君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  この１,０００万円を取り戻してお払いするということまで言及した記憶はありま

せん。 

◎議長（山口 和幸君）  この件は、建設林業課とも絡みがありますんで、最終日の総括の時でも、もう１回

議論してみて下さい。ほかにございませんか。１０番、皆越てる子議員、追加説明、高田主幹。 

●総務課主幹（高田 真之君）  すいません、先ほど入札監視委員会の委員を４名と申し上げますけど、各地

区１人ずつの５名でございましたので訂正させていただきます。 
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◎議長（山口 和幸君）  １０番、皆越てる子議員。 

○議員（１０番 皆越 てる子さん）  １０番、皆越でございます。平成２７年度主要な施策の成果説明書の

中の２ページでございます。交通安全施設のカーブミラーの区画線の整備というようなことで、区画線の引

き直し、カーブミラーの新設・更新を行ったというようなことで掲げてあります。防犯灯の設置に置きまし

ても、あさぎり中学校の通学路を中心に防犯灯の設置を行ったというようなことで成果の説明がございます。

昨年も全くこの文章が同じ文章なんですよ。区画線の引き直し、カーブミラーの新設・更新を行ったという

ようなことでございます。防犯灯におきましても、あさぎり中学校の通学路を中心に防犯灯の設置を行った

というようなことでございます。先ほどの総務課長の説明の中で３４ページの中では、新しく９件の防犯灯

を作ったというようなことで、昨年度の説明におきましても、台帳の整備もできまして２,１００基がほぼ

完了したというようなことで、大分できているというような御答弁でございましたので、この成果説明書を

見た時に、あとどの位の要望書が上がっているのかと思いましたので、カーブミラーの整備とか防犯灯の設

置におきまして、要望書が上がってるとしたら、どの位上がっているか、今後の見通しについてもお話いた

だきたいんですけど。 

◎議長（山口 和幸君）  那須主幹。 

●総務課主幹（那須 照正君）  ではまず、防犯灯の整備ですけれども、昨年度は新しく整備をしました須恵

中央線、そちらに歩道が整備されましたので、そちらをつけております。また要望等につきましては、逐次

あがってはきますが、昨年度時点である程度防犯灯の要望については終わってます。ただ今年新たに出てき

たものにつきましては、また今年度の事業で対応するということになるかと思います。同じく、交通安全施

設につきましても、丁度要望上がっておりますが、こちらの方は白線の引き直しなど多くの要望がございま

して、まず重要になるところから先に行っていこうというところで取り組んでおります。今、要望のあとど

の位あるかというのは、ちょっと把握しておりませんので、こちら後で確認しまして報告したいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  皆越議員。 

○議員（１０番 皆越 てる子さん）  この防犯灯の設置にいたしましても、２７年度である程度完了したら

ら完了したっていう文言を使っていただいて、今説明では２８年度に要望書が上がっているというようなこ

とでございますので、その成果説明書の中にでも、２７年度のこれ決算の報告書ですので、ちょっと文言の

書き方にもどうか考えていただきたいなと思いましたので、そこ辺のところをお願いしたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  那須主幹。 

●総務課主幹（那須 照正君）  以後、成果説明書につきましては、またその時の状況を踏まえまして、適切

な文言を使いたいと思います。申し訳ございません。 

◎議長（山口 和幸君）  ほかにございませんか。３番、加賀山瑞津子議員。 

○議員（３番 加賀山 瑞津子さん）  ３番、加賀山です。２点お伺いします。１７ページ、財産貸付収入の

第２節土地建物貸付収入過年度分の収入未済額が６６万６,８２５円ということでございますが、これは回

収の見込みというのはあるのでしょうか。そしてまた、１番の当年度分１０３件ということで先ほど御説明

がありましたが、その中にも８万３,３１６円という未済額がありますが、まさか前年度未済の方が、この

１０３件の中に入っているっていうわけではないですよねという確認が１点です。それと２６ページの総務

費８の報償費ですが、職員研修講師謝金で３１万８,８８０円とございますが、どのような研修をされて、

どのような成果が上がったのかお尋ねいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  高田主幹。 

●総務課主幹（高田 真之君）  まず１点目のほうですけども、現年度分の未納額は４件でございまして８万

３,３１６円、昨年度は２５万８,５３４円ということで、減少してきておるわけでございます。過年度分に
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つきましては、５件で６６万６,８２５円、前年度は７１万５,８１０円ということで、こちらにつきまして

も、未納額解消に向けて努力を今しているところでございます。 

◎議長（山口 和幸君）  高田主幹、要するに、徴収見込みがあるかという面、そこも言っとかないと。 

●総務課主幹（高田 真之君）  現在この分も少しずつでございますけれども、回収をさせていただいてると

こでございます。 

◎議長（山口 和幸君）  ２点目、山口主幹。 

●総務課主幹（山口 宏子 さん）  職員研修費の内訳につきましてですけれども、まず８月に議員活性化の

特別委員会の研修の講師謝金として６万、２月に職員の全体研修としまして２５万８,８８０円かかってお

ります。内容としましては、職員の全体研修は被評価者の研修ということで、人事評価、それを人事評価す

る側の研修は今までございますけれども、評価をされる側もどういったふうに、そういう評価をしていただ

くために、例えば書類を作るかとか、そういう心構えと言いますか、そういう研修をさせていただいており

ます。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  加賀山議員。 

○議員（３番 加賀山 瑞津子さん）  １点目のほうですが、１０３件の中に前年度の方がいらっしゃるかど

うかっていう点がまだちょっと答えがなかったと思います。後、人事評価については役場のほうも取り組ん

でいただいてはいるが、遅々として進んでいないという話の中で、そういう研修会を自分がどうだからそれ

をどう評価されるのかっていう、ちょっと基本的な研修だと思うんですが、受けられているということなん

ですが、実は昨日もちょっと接遇についてっていうことで同僚議員の方からもございましたが、そういう接

遇マナーについての評価についてっていう項目ではお勉強はなかったんですかね、研修はなかったんですか

ね。 

◎議長（山口 和幸君）  高田主幹。 

●総務課主幹（高田 真之君）  すいません、先ほどの１点目の質問でございますけども、１０３件の中には

含まれておりますので、先ほど申しましたけれども、４件ないし長期にわたりまして、何年かにわたりまし

て滞納されてる方がいらっしゃいます。現在は先ほど申しましたとおりに、その解消に向けて努力をしてい

るところでございます。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  山口主幹。 

●総務課主幹（山口 宏子 さん）  ２７年度につきましては、その人事評価の研修が全体研修となったわけ

ですけれども、２６年度のときに、接遇研修、窓口対応研修、コンプライアンス研修といった研修をしてお

りまして、その年々に合った研修をしているところでありますけれども、２８年度につきましては、また階

層別に研修を計画しておりまして、わかりやすい説明の仕方とか、そういった接遇に関するような部分を取

り入れて、研修を行いたいと思っております。 

◎議長（山口 和幸君）  加賀山議員。 

○議員（３番 加賀山 瑞津子さん）  一応公的な場所の貸付ということで、その１０３件の中に、なかなか

支払いが難しい方が残っていながら毎年それを契約するっていうのは、何か民間ではあり得ないかなと思っ

ておりますが、そのあたりの契約者の見直しっていうのをされていかれているのかどうかっていうのがちょ

っと今非常に疑問でございます。それと今研修についてはありましたが、メンバーも変わられますし、それ

ぞれの役職も変わられますし、本当にリスクマネジメントであったり接遇であったりというのは、毎回毎回

ＡＥＤの救急救命と一緒ですが、毎回毎回してそれでもなかなか浸透しないっていう部分があると思います。

成果が上がっているかどうかっていう評価をどうやってされているのかっていうのも含めて進めていってい

ただくべきではないかなと思っております。 
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◎議長（山口 和幸君）  総務課長。 

●総務課長（小谷 節雄君）  貸付料の未納があられる方の契約の更新ということでございます。確かに今御

指摘のような見方もあるかと思っております。ただ現実的にこの未納の分の中で、幾らかと申しますか、個

別の案件をそれぞれ考えますと、長いことの継続中での農地というか、例えば栗園であるとか、そういうケ

ースが多いわけですね。その中で、それを理由に未納という、そういうことでは勿論ございませんが、仮に

それを貸し付けを解約した時に、なかなかそこの位置的条件等も含めまして、すぐどなたか貸し付けが可能

かどうか、あるいは、その付近の判断も出ていると思います。それともう一つ、それを解約してそのままに

なったときなど、栗も放置林になってしまうというなこともございまして、なかなかその切りかえができな

い。現状は貸し付けをそのまま継続する中で貸付料についてのお支払いをいただくようにお願いする、そち

らの努力をやっているというのが現状でございます。今議員から御指摘のようなことも当然あると思います。

そういう考え方、ただそれを繰り返しですが、それをしたときに結果的にその場所が放置するというか、も

う荒れてしまうということもあり得る。そういう条件の土地があるというのも一面事実でございます。それ

からもう１点、研修につきましては、先ほど山口主幹から申し上げたとおり、それぞれ年度で色々内容を変

えてやっていっております。今議員御指摘のように、接遇というようなものと、繰り返し繰り返していかな

いとだめだよちゅうところもございますので、それはそれで対応必要でございますが、こういった講師を雇

っての研修というパターンでいきますと、なかなか毎年ずっとそれを全職員を対象に、そういう意味での難

しいところがあると思います。これ以外にも、研修協議会等でそれぞれ各階層別で研修があっておりますの

で、そちらにも行きますが、そういった中でも接続だけを目的という形ではないんですが、その中で当然今

職員の場合は、接遇についての部門については、それぞれの研修の中でも取り入れているところもあるかと

思っております。今議員が御指摘のような部分については、十分今の現状の中では必要な案件と思っており

ますので、いろんな条件、予算あるいは時間そういったものの中で研修内容を組み合わせたと申しますか、

そういう形で今やらしていただいているのが研修に対する基本的なやり方ということでございます。 

◎議長（山口 和幸君）  ほかにございませんか。２番、難波文美議員。 

○議員（２番 難波 文美さん）  ２番、難波です。歳出の２４ページ、総務管理費の中の、備考の中で、男

女共同参画推進懇話会委員報酬、これ非常に小さな額ではあるんですけれども、この委員さんの人数、そし

てその男女共同参画の事業の内容などを教えて下さい。 

◎議長（山口 和幸君）  山口主幹。 

●総務課主幹（山口 宏子 さん）  男女共同参画推進懇話会というのを町のほうで設置しておりまして、町

長が委嘱します委員１１名で組織をされております。内容としましては、区長さん、区長会から婦人会、商

工会、青年団、農業委員会等から選出をいただいているところです。平成２７年度の実績としましては、宇

城市のほうに、宇城市が先進地になりますので、研修をしていただいて、それぞれ各種団体にお持ち帰りい

ただいて、普及活動をしていただくという活動をしております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  難波議員。 

○議員（２番 難波 文美さん）  各種団体からのということで、それぞれ勉強会に行かれてると思うんです

が、その成果とか行かれた後の結果はどんなふうになってるのか、そういうことも是非町にもわかるような

形で載せていただければ、もっとこの男女共同参画というものが浸透するのではないかというふうに思いま

すが、いかがでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  山口主幹。 

●総務課主幹（山口 宏子 さん）  ２７年度に先進地を見せていただきましたので、２８年度があさぎり町

は、男女共同参画の推進基本計画の見直しの年になっております。その視察を生かしてそういったところ、
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今後住民の皆様に意識調査も行いまして、懇話会も開催して現在の流れに沿った基本計画を策定していきた

いなと思っております。また、今年度は１０月に男女共同参画の視点から考える防災としまして、ワークシ

ョップと講演会を開催する予定です。そちらでも被災と男女共同参画の視点から考えるということで、講演

とワークショップを行いたいと思っておりますので、今後さらに男女共同参画につきましては充実をさせて

いきたいと思っているところです。 

◎議長（山口 和幸君）  難波議員。 

○議員（２番 難波 文美さん）  ワークショップ等をこれからも計画されているということなんですが、是

非町民の方々にそれが伝わるように、そして町民も参加できるような、そういうイベントの開催なども是非

考えていただきたいと思います。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  答弁いいですか。ほかに質疑ありませんか。１番、市岡貴純議員。 

○議員（１番 市岡 貴純君）  市岡です、３６ページのこれは地方創生費の中にありました、空き家調査基

礎資料作成委託料ということで、空き家のほうが説明の中で４８８棟ございますというお話でしたけれども、

このそもそものこの地方創生費っていうところでされます、調査の目的とあと今後この事業に出てきた結果

を見据えた課題というのはあれば教えていただきたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  那須主幹。 

●総務課主幹（那須 照正君）  地方創生の中で空き家調査をさせていただいてます、昨年。こちらは、まず

空き家の基本的な状況、危険な空き家とか、もしくは活用できないかという調査になります。今後は空き家

調査の中で、アンケートも実施しておりまして、その中で空き家バンクとか、そういう活用に関する項目の

お尋ねをしております。今ちょっとそちらの方はまとめ中ですが、今後そちらを利用して定住促進のほうに

つなげていけるような施策ができるようになるといいと思っています。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  市岡議員。 

○議員（１番 市岡 貴純君）  内容の方分かりました。さらに防犯面、防災面、衛生面など近隣の住民の方

に不快な思いをさせたりとか、危険な思いというところがないような対策もとっていただきたいと思います。

そこら辺はお考えありますでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  那須主幹。 

●総務課主幹（那須 照正君）  こちらは昨年度にできました空き家に関する特別措置法がありまして、昨年

度あさぎり町でも対策条例をつくっております。一応こちらに基づきながら、近隣住民に迷惑かけておりま

す、空き家の所有者の方に対応を促すような通知なり、そういう指導なりを今後していく予定です。 

◎議長（山口 和幸君）  ほかにありませんか。１２番、奥田公人議員。 

○議員（１２番 奥田 公人君）  ページ４１ページの、参議院議員通常選挙についてお尋ねしたいと思いま

す。今回から１８歳以上２０歳未満の未成年の方が投票権になったわけですけども、全体の投票率と若年層

の投票率がわかれば調べておられれば、お知らせいただきたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  山口主幹。 

●総務課主幹（山口 宏子 さん） 参議院議員選挙の投票率等ですけれども、まず有権者が１万３,２７９

名、投票者数が８,４５３名、全体の投票率が６３.６６％になっております。若年層についてですけれども、

まず１８才につきましてですが、有権者数が１５９名、投票者数が５９名、投票率が３７.１１％、１９歳

有権者数が１３２名、投票者数が３２名、投票率が２４.２４％となっております。 

◎議長（山口 和幸君）  奥田議員。 

○議員（１２番 奥田 公人君）  若年層の投票率が低いように思いますけれども、啓発等はどのように行わ

れたのか、お知らせいただきたいと。 
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◎議長（山口 和幸君）  山口主幹。 

●総務課主幹（山口 宏子 さん）  参議院議員選挙時の啓発になりますけれども、当然、国・県で行われま

すテレビ放送、ラジオ、ＳＮＳ等を使った各種媒体を使いました啓発、町では広報紙、デタポン告知放送等

を使いまして啓発をしました。また南稜高校に県と共同で選挙出前事業というのを開催しまして、高校生に

対しまして啓発を行ったところであります。 

◎議長（山口 和幸君）  奥田議員。 

○議員（１２番 奥田 公人君）  今後の若い人の投票率が大変問題と言いますか、影響に出てくると思いま

すけれども、今後の課題として、どういうふうなこと考えておられますか、どういう方向に持っていきたい

というふうに考えておられますか。 

◎議長（山口 和幸君）  山口主幹。 

●総務課主幹（山口 宏子 さん）  若年層の投票率の低さというのは全国的な問題でもあるんですけれども、

町としても小学生・中学生といった若年層から、もっと若年層からの啓発、学校と協力しての選挙というも

のは、どういうものっていうのを若年層の時から教育をしていくというような、そういったところまで啓発

をしていかないとなかなか難しいのかなと思っているところであります。 

◎議長（山口 和幸君）  ほかに、１４番、溝口峰男議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  財産収入の中で、土地を貸し付けて建物が建ってるというところはあるん

ですかね。それをお伺いしたいのと、それと説明があった１１５の行政財産調書の話ですが、本庁舎の中の、

非木造、これがマイナスの１,４６４あります。これは東庁舎の会議室って言われた北側の、ていうような

お話で、このところをもう少し詳しく説明だけいただけませんか。そしてこれを減額されて、今度は普通財

産の今度は土地に増加になってますね。これが北側の会議室というようなお話だったんですが、土地に建物

が少なくなって土地が増えるていう表現があるんですが、もう少しこれ理解できるように説明できませんか。 

◎議長（山口 和幸君）  総務課長。 

●総務課長（小谷 節雄君）  １点目につきましては、なかなかこの場でさっとお答えすることが、確認を一

筆ごとに確認しないといけませんので、ちょっとわかりづらいんですが、２点目の東庁舎の建設でまずお答

えをしたいと思います。説明の確認になりますが、１１５ページの表、行政財産の１番上の表の本庁舎で建

物の非木造延面積というのがございます。その決算年度中増減高１,４６４.０９の減ですね。この内訳とい

たしまして、これは建物ですから、東庁舎横の北側会議室の減と東庁舎の横、弓道場の横に山林倉庫、通称

色んな資材倉庫がございますが、これが漏れておりましたので、この分がここで増になります。そういった

もののプラスマイナスの減が東庁舎と北会議室、山林倉庫の方は増になります。そのプラスマイナス１,４

６４の減になりますが、そして今度は右の１１６ページの普通財産の非木造の建物の下から３行目この宅地

に建っている非木造の建物、これが１,６９２増えております。これは東庁舎と北会議室分の合計、建物の

面積がこの１,６９２.３９というのが非木造の普通財産としての増ということでございます。 

◎議長（山口 和幸君）  高田主幹。 

●総務課主幹（高田 真之君）  最初の質問ですけれども、町の土地に建物が建っているかという御質問です

けども、建ってるのはございます。ただし正確な数字は精査しないと分かりかねますので、よろしくお願い

したいと思っております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  建っているんだったらその契約の中身、土地を貸しつけて構造物、簡単な

プレハブみたいなんだったら取り壊しできるけれども、そうでない場合の契約はこれは事業借地権の契約と

いう話になってくるわけですね。通常の貸付契約ではいかんわけで、その辺はどういうふうになってるのか。
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それと同時に電柱やそれから携帯電話の中継塔こういったものについては、この中に１０３件ってあります

けれども、今話した電柱とか、そういったものについてはどこに土地の使用料で上がるのかなと思うんです

が、どこの費目に上がってどれくらいの料金が上がってくるのか。それと建物がなくなったわけじゃないん

ですけれども、総務課長、建物は現存してるんですよね。現存してるのに、土地が増えるって、普通財産の

宅地でしょ、宅地が１,６９２増えとるわけでしょ。建物は現存してるんだけれども、私、理解できないん

ですけれども、もう少し分かりやすく、ちょっと私も中学校卒業だから、ちょっとその辺理解できるように

説明できませんか、建物はどこにいくんでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  総務課長。 

●総務課長（小谷 節雄君）  私の説明が悪かったですかね、１１６ページ、これ普通財産の表でございます

が、１１５ページの行政財産で１番上のほうに土地と建物がございますね。１１６ページも同じような形に

なっていると思います。ですから私あくまでも建物の欄、１１５ページの建物の欄の中の非木造（延面積）

それの一行目、左側の区分に本庁舎でございますが、このマイナスの１,４６４.０９ですが、これあくまで

も建物の面積でございます。先ほど内訳は先ほど言いましたとおりでございます。そのうちの東庁舎北会議

室分が、１１６ページの普通財産の表では今度は行政財産から普通財産に変わってきておりますので、普通

財産の表の１番上の欄が、土地と建物に分かれておりますが、建物の欄の真ん中、非木造この欄の決算年度

中の増減高の下から３段目、１,６９２.３９の増これがですから、東庁舎、北会議室の建物の面積普通財産

になったということで、普通財産の方は増、行政財産のほうは減ということでございます。あくまでも建物

の面積でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  いいですか。ちょっと調査しますか。ちょっと暫時休憩します。 

 

休憩 午後２時１７分 

再開 午後２時２３分 

 

◎議長（山口 和幸君）  再開します。高田主幹。 

●総務課主幹（高田 真之君）  ＮＴＴの使用につきましては、使用料の中に含まれて、行政財産使用料の中

に含まれております。あと鉄塔及びその他の用地につきましては、先ほどの貸付の中の１番最後の方に入れ

さしていただいてます。また、最初の建物の土地の上に建物があるところにつきましては、また精査してお

答えさせていただきたいと思っております。 

◎議長（山口 和幸君）  いいですか、ほかにございませんか。ないようでしたら、企画財政課所管分の質疑

を行います。５番、久保尚人議員。 

○議員（５番 久保 尚人君）  ５番久保です。３２ページの節１９負担金補助及び交付金というところで、

電子自治体共同運営協議会負担金がございます。この活動、協議会の内容をまず教えて下さい。 

◎議長（山口 和幸君）  高田企画財政課主幹。 

●企画財政課主幹(高田 将一君)  企画財政課高田です。お尋ねのありました、熊本県電子自治体共同運営協

議会ということで、熊本県と県内の市町村で構成しております。事務局は熊本県の情報企画課が担当してお

ります。こちら協議会の事業内容としましては、一つ目が、電子申請事業ということで、町のホームページ

の下のほうとかに、よろず申請というバナーをご覧になられたことがあるかもしれませんが、そちらを通し

ての申請事業、こちらのほうがまず１点、それともう一つが、ＧＩＳ事業ということで、熊本県内の電子地

図、こちらのほうの運営の負担金ということで二つの事業を行っているところでございます。 

◎議長（山口 和幸君）  久保議員。 
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○議員（５番 久保 尚人君） 実は私が思ってたような協議会じゃなかったんであれなんですけども、私ど

もの町でも随分、この様々なソフトウエアに関して、もう本当にたくさんのお金を出してます。ちょっと法

律が変わったりするとまたすぐ修正でソフトウェア代がかかっていくという状況がいつも見えるんですけど、

その中で例えば、この人吉球磨地域の自治体がみんなで共同でそういうことに取り組んで、そこでなんかソ

フトウェアっていうのを、それぞれの自治体に回していくっていうようなことで安く上げる方法とかを考え

ることはないんかなと思ってるんですけれども、言うたら広域の事業組合みたいなイメージとしては、そう

いう感じのソフトウエアを使う分でというのがあるんですが、そういうことは可能であるのか進められるも

のなのか、ちょっとお聞きしたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  まずそこは考えところですよね。各自治体が色々コンピューターシステム、ネット

ワーク等々を使って、様々な仕事をしておりますので、その金額は、本当にすごい金額になってきておりま

す。これの維持管理メンテナンス含めて、これはもう負担がものすごく多くなってきてますので、当然今言

われたことを考えていくべきだと思っております。ただそうは言っても、必ずしも同じメーカーで同じ仕組

みが入ってない。メーカー違うものが入っているわけですね。ですから、そういったことを含めて、同じど

ういう形で枠組みを作って、ある系列ある系列、そこでまず共通で連携できて一緒になって、費用削減ある

いはメンテナンスの効率化等々を行うことによって、していく可能性はあると思ってます。実は先般のこの

前の行政組合の会議の時にも、私たち人吉市も含む首長で、そういった話はちょっといたしました。もうこ

こまで来ると各市町村の固定費に占める割合が大きくなりすぎてるから、ここは何とか攻める方法を考えな

いといかん、これはちょっと、今後もう一歩二歩と踏み込んだ取り組みを、私は提案って言いますかね、推

薦していくように努力したいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  久保議員。 

○議員（５番 久保 尚人君）  この問題が多分どこの本当に市町村も、非常に財政的に厳しくなるところで、

問題だと思ってることだと思うんで、是非勉強会からでもよろしいですから是非早急に取り組んでいただい

て、経費の削減にそれがつながるようにやっていただければと思っております。よろしくお願いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  ほかにございませんか。１１番小見田和行議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  １点お伺いします。２７ページの新地方公会計統一基準移行等支援業務

委託料でございますけど、ちょっと去年も伺ったと思うんですけど、総務省が２６年の５月２３日にソフト

ウエアを開発して無償提供してその前提となる固定資産台帳のそのための整備を進めておくようにという通

達がきてると思うんですけど、この無償で提供されるべきソフトウエアは、ただいま届いているのでしょう

か。この委託料５００万以上拠出してやっていかなければ独自でやれないものなのか。それと財務諸表を使

った予算と決算の中にそれを利用できるのは何年度から見込まれているか、その３点ほど伺いたいと思いま

す。 

◎議長（山口 和幸君）  石井企画財政課主幹。 

●企財政課主幹（石井 誠君）  企画財政課石井です。まず、国が配布する無償のソフトの件ですけれども、

届くといいますか、使うところはそのソフトを管理してる町の外郭団体がありますので国の、そこに申し出

て使ってくださいという今状況でして、あさぎり町としましては、無償ソフトが無償なんですけど、それを

使うのにミドルウェアっていう、それは有償なソフトがありまして、それが３００万程度かかるということ

でまた国の無償ソフトを入れたほうがいいのか、またはほかの起業とかの提供するソフトを使ったほうがい

いのかを、今ちょっと検討をしている状況ですので、まだソフトは入ってないということですね。あと、今

回の決算書に上がっております、４９０万程度の費用につきましては、国の統一基準で財務省で作るための
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下準備といいますか、固定資産台帳を作成するための業務委託になりますので、まだ本当の統一基準での財

務書類自体をつくるところまでの、そこの経費ではないということになります。あと、その財務書類という

のが、平成２８年度の決算を２９年度中に統一基準でつくりなさいという国の指導があっておりますので、

２８年度の決算が２９年度中にはでき上がるということになります。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  全国の自治体に地方公共団体において、ソフトウエアを使って独自でや

ってる市町村とそれを使ってない市町村とか、その調べはしてあるわけですか。どちらが有利かどちらが負

担が少ないということで判断されて、こういうことだと思うんですけど、ほかの自治体はどのような状況で

あるのかある程度情報は入っているわけですかね。 

◎議長（山口 和幸君）  石井主幹。 

●企財政課主幹（石井 誠君）  まだ全国の自治体も当然今、あさぎり町と同じようなスケジュールで導入を

している状況ですので、まだ多分その全国的に国のソフトを何％入れてるという数値はまだちょっと出てな

い状況です。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  全国において、この財務諸表等をもう完成している町村と、まだ済んで

ないところっていうのはケースが出てますよね。それは御存じでしょう。だからかなりの自治体がある程度

済んでる状況で、小さい自治体ができないから、こういう状況なんでしょうけど、固定資産台帳等がないと

できないから、固定台帳の整備を進めてくれという総務省の意向のようでございますので、今後２年間のう

ちで、それに至るのかどうか、まだ前段のような話でございますけど、２年でその決算とか予算にそれを反

映できるのかというふうに心配がございましたんで、言いました。いかがですかね。 

◎議長（山口 和幸君）  石井主幹。 

●企財政課主幹（石井 誠君）  全国で既に国の基準でできてるところは、もともとが基準的なやり方でちゃ

んと固定資産台帳を持ってやってるところとかは、もうすぐに移行ができているかと思いますけれども、う

ちのように固定資産台帳がもう全然なくて、１から調査を始めてていうところは、まだできてないのだろう

と思ってますので、今、整備、固定資産台帳を押し上げているところでございますので、来年度中には作成

したいと考えております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  ここで１０分間休憩いたします。 

 

休憩 午後２時３０分 

再開 午後２時４０分 

 

◎議長（山口 和幸君）  休憩前に引き続き、会議を再開いたします。企画財政課ほかにございませんか。９

番永井英治議員。 

○議員（９番 永井 英治君）  ９番です。臨時財政対策債についてお尋ねいたします。これは町債の一つで

５日の予算の説明では後々国が保障してくれるから、資金であるけども借金ではないというような、後の年

に地方交付税の中に算入しているというような説明で受け取ると思っておりますが、実際はこの町債の状況、

現在高に出てきますよね。累積残高として。ということはこれはもうれっきとした借金であるからというと

ころで、私どういった理解していいのかわからないところがあるんですけども、説明をお願いしたいと思い

ます。 

◎議長（山口 和幸君）  石井主幹。 
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●企財政課主幹（石井 誠君）  臨時財政対策債の件ですけれども、今現在の状況をお知らせしますと、平成

２７年度末で、一般会計の町債の残高が１１０億５,０００万ありますが、そのうちの５０億７,０００万約

半分が臨時財政対策債ということになります。いわゆる交付税措置というやり方をすることなんですが、交

付税を算定するときに、まず基準財政需要額というのを出しまして、あさぎり町が必要であろう一般財源の

額というもの出します。それから基準財政収入額っていう入ってくるお金、町税とか、それを引いた残った

不足する分を地方交付税あるいは臨時財政対策債という形で、お金が入ってくることになります。その基準

財政需要額を計算する際に、ほかの町債もそうなんですが、臨時財政対策債については、計算上ですけれど

も、その元利償還金分が基準財政需要額の中に入ってきます。ほかで言うと、過疎債が７割入ってくるとい

うような形になりますけど、臨財債は１００％を算入されるということで、計算上間違いなく交付税として

もらえるといいますか、基準財政需要額に反映されているということになってます。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  永井議員。 

○議員（９番 永井 英治君）  それでは町に影響があるような債務じゃないということで理解はしていいん

ですか。そして毎年これずっと地方交付税が町に対してくるお金が少し足りないから、こういう町債として

町が借りなさいというようなところで始まったような私、理解はしとるんですが、毎年これをずっと借りて

いくていうわけですかね。それとも何かでちょっと読んだんですけど、２８年度でこの制度は終わるかもし

れないというようなことも聞いとりますが、そういったところは。 

◎議長（山口 和幸君）  石井主幹。 

●企財政課主幹（石井 誠君）  ２８年度で終わるという情報は私今初めて聞きました。すいません。ですけ

ど、その臨時財政対策債を基準財政需要額に算入するというのは、もうこれは法律で決まってることですの

で、間違いなく交付税制度というものがなくならない限りは、間違いなく来るものと思っております。以上

です。 

◎議長（山口 和幸君）  永井議員。 

○議員（９番 永井 英治君）  こういったところで、今から私たちも財政の無かということで、ちょっと詳

しく勉強させていただきたいと思いますので、言ったらば、借りないことに越したことはないと思いますの

で、そういったところも頭の中におかれて、これから財政を考えていってほしいと思っております。 

◎議長（山口 和幸君）  副町長。 

●副町長（小松 英一君）  借りない方がいいっていう発想も確かに過去にも何回か議論をさせていただいた

ですよね。だけど、結局利子までつけて国が面倒見る借金なんですよ。一時期は借りない自治体に対して、

借りたフリをして交付税を交付するのはどうかっていう議論も少しだけあったんですよね、すぐ立ち消えに

なりましたけど。これはルール上借りるものを借りて、国のお世話になるというふうに理解をしていくのが

今の時点では、あるべき姿なのかなと思ってます。要は国に金がないからまずは借りといてくれっていう約

束事なんですよね。だから国税がもっともっと増えてくれば、地方交付税で満額交付するから、もう財政対

策債は借りなくていいよっていうふうになるべきなんでしょうけど、今回といいますか、今の現行の臨時財

政対策債そうはいかないですね。昭和６０年代からありました臨時特別対策債とか、そういう一時期の数年

間を焦点とする起債はあったんですけど、このように継続性のある財政対策債というのは初めてですので、

国においても、これはもう前提として財政運営をすべきだというふうに現状では財源不足分を解消するため

に、そうせざるを得ないという状況じゃないのかなというふうに理解をしておるところでございます。 

◎議長（山口 和幸君）  ほかにありませんか。ございませんか。ないようですから、次に、教育課所管分に

ついての質疑を行います。８番豊永喜一議員。 

○議員（８番 豊永 喜一君）  ８番です。１１ページ、節１社会教育施設利用料についてちょっとお尋ねい
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たします。須恵の文化ホールと、生涯学習センターの使用料によりまして、過年度分が発生しておりますが、

通常こういった公共施設の場合はなかなか過年度ということは発生していく状況だろうというふうに思いま

すが、この経緯を説明していただきたいことと、もう１点ですが、ページ１１０ページ、学校給食費の中の

委託料、その中で産業廃棄物収集運搬処理処分委託料２０万８８０円とありますが、この内容についてお尋

ねをしたいというふうに思います。といいますのが、学校給食でありますから、当然生ごみあたりが出る残

飯あたりが出るんではなかろうかというふうに思いますが、その中に、生ごみの処分業あたりも含まれるか

どうか、その２点についてお尋ねをいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  早川教育課参事。 

●教育課参事（早川 幹君）  教育課の早川です。ただいまの質問にお答えします。文化ホール施設使用料及

び生涯学習センター施設使用料の過年度分についてでございますが、実際に使用されたのは、２６年度に使

用されていたものです。それで２７年度の出納閉鎖期間中に納付をされたんですが、２万５,０００円を納

付をされて、その後１万４７０円を納付をされて、一応全額納付はされているものなんですが、この１万４

７０円についてが、現年度の歳入として受け入れられなかったということで、現年度の過年度分として受け

入れを行っているというところでございます。生涯学習センター使用料についても、同様でございます。以

上です。 

◎議長（山口 和幸君）  大藪給食センター所長。 

●教育課長給食センター所長(大藪 哲夫 君)  大藪です。産業廃棄物処理運搬処理施設の委託料についてで

ございますが、これにつきましては、洗浄のあったときに排水が当然ございますが、その排水中に含まれま

す油等を処理するための委託料でございます。ですので生ごみ等についての処理ではございません。 

◎議長（山口 和幸君）  いいですか。教育課長。 

●教育課長(木下 尚宏君)  須恵文化ホールと生涯学習センターの使用料過年度分について、ちょっと補足で

説明をさせていただきますけれども、当然使用料ですので、３月の年度末を過ぎましてから５月３１日まで

出納閉鎖期間がありますので、そこまで使用された方に使用料を納めて下さいということでお願いをしてい

るところでございます。この件につきましては、５月３１日に実際はＪＡの窓口金融機関のほうに納めては

いただいてるんですが、結局、それが町のほうの会計課に届くのが、いわゆる期日とすれば６月、収入の年

月日にすれば５月３１日で日付印には領収書として打っていただいておるんですが、町のほうでの会計上が

出納閉鎖期間を過ぎて、こちらのほうに来たということで、この過年度分の受け入れという形での受け入れ

をさせていただいておるところでございます。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  豊永議員。 

○議員（８番 豊永 喜一君）  施設の利用料についての事務的な関係というようなことはわかりますけれど

も、実際使用してからの払い込み期間という期間は恐らく規定か何かで決まっているんだろうというふうに

思いますが、そこらあたりですよね、ちょうど年度代わりのときに、普通ならば年度内徴収が基本だろうと

いうふうに思いますけれども、そこのところが１点と、その徴収期間の期間がどうなっているのかと、１点

ですね、それと給食センターのほうの話ですが、廃棄処理の油分がこの分の相当額だということでございま

すが、たしか今年からは生ごみ処理を今しよんなっとですよね。と思うんですが、その分の委託料あたりの

予算あたりはどうなってるか、その２点についてお願いしたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  早川参事。 

●教育課参事（早川 幹君）  １点目の御質問にお答えします。施設利用につきましては原則として当該使用

月の月閉めで納付書を出しております。それで、特に先ほど申されましたように、年度末におきましては、

会計上の色々問題もございますので、早急に納付いただくようにということで、直接利用者に納付を促すよ
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うに心がけてはいるところでございますが、こういった先ほどのような事例も出てございますが、毎月月締

めでそして利用者のほうには早急な納付を促しているというところでございます。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  大藪所長。 

●教育課長給食センター所長(大藪 哲夫 君)  生ごみにつきましては、今まで焼却でできるものについては

焼却の燃えるごみとして出しておりました。２学期になりましてから、これについてリサイクルとかの考え

方と対応ができるのかどうかというのを、担当課でございます町民課のほうに御相談したところ、生ごみ収

集をやっているということで、その取り組みをしていった方がいいかなということで協議をしたところでご

ざいますが、年度途中でございますので、予算等もございませんので、来年度に向けての話をしていたとこ

ろでございますが、町民課のほうから、その生ゴミ収集を行っている業者のほうと話をされたところ、そう

いうことであれば、費用の発生、うちとしては予算がございませんのでということでお話したところ、町費

用の発生はない状態で、せっかくでしたら収集をしていこうということでお話ができたもんですから今月に

なりましてから、生ごみの収集を行っていただいているところでございます。 

◎議長（山口 和幸君）  豊永議員。 

○議員（８番 豊永 喜一君）  施設の利用料につきましては、大変年度末の事務的にも忙しい時期だという

ふうに思いますが、是非年度内の処理方をお願いしたいというふうに思います。それから学校給食の生ごみ

については、これは教育の一環でもあるんではなかろうかというふうに思いますので、是非有機センターと

いう施設がありまして、環境リサイクルといいますか、そういったことも果たす役割は非常に大きいんでは

なかろうかというふうに思っております。是非ともそこの残飯の量が今多いのか少ないのかちょっとわかり

ませんが、そういったことで是非継続してそういった環境づくりも生かしていただければと思います。以上

です 

◎議長（山口 和幸君）  ほかにございませんか。３番、加賀山瑞津子議員。 

○議員（３番 加賀山 瑞津子さん）  ２点お伺いいたします。１点目が１０５ページの図書館の活用という

ことで、支所の費用のほうが出ておりますが、先ほど非常に本の貸し出しの数も多いというお話でしたが、

今後生涯学習センターも大人向きの図書館と、深田の子供向けの図書館、２カ所をしていただいております

けども、今後の活用あたりも含めて、どうしていかれるのかなっていうのでちょっとお尋ねしてみたいと思

います。それともう一つが９４ページ、８の報償費で地域学校安全指導員謝金ていうのが１０万円とありま

すが、その内容について教えて下さい。 

◎議長（山口 和幸君）  早川参事。 

●教育課参事（早川 幹君）  まず１点目の御質問にお答えいたします。現在あさぎり町では、生涯学習セン

ターと深田校区公民館せきれい館に図書館を設置しております。生涯学習センターが一般図書を主に設置、

蔵書として置いております。それから、せきれい館のほうには児童向けの蔵書を多数置いております。それ

で現状ですけれども、一般図書を置きます生涯学習センターの図書館では大変静かな読書学習環境が現在の

ところだと思っております。一方、児童図書せきれい館図書館では親子で読み聞かせてができるスペース等

を設けて、こちらのほうも親子での活用が有効にされているというふうに考えております。今後もこの２館

をさらに充実させていきたいというふうには考えております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  林田教育課主幹。 

●教育課主幹（林田 直樹君）  教育課の林田でございます。地域学校安全指導員謝金でございますけれども、

県の事業としまして、子供見守り支援事業というのがございます。こちらが各小学校に１名ずつ、須恵小学

校と深田小学校につきましては２校で１名ということがありますけれども、安全指導員を配置しております。

その安全指導員の方に、年間を通して登下校の声かけ、それから下校時に青色のパトロールカーを利用して
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の巡回パトロールも実施していただくということで実施をしておるものでございます。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  加賀山議員。 

○議員（３番 加賀山 瑞津子さん）  私も小学校の読み聞かせに深田の図書館を利用させていただいており

ますが、子供たちが楽しみにするような本がたくさんございます。ただ親子で来られる場合に、一般用の本

を行ったときに、ここにちょっと何冊か子供用のがあると１カ所で親子で本を借りることができるなってい

う話もちょっと聞いたりしましたもんですから、何かそのあたりの動線が今からまた深田まで行くっていう

のがちょっと遠いなあっていう声もちょっと上がっておりますので、ちょこっとコーナーあたりがあると、

またいいのかなっていうことでちょっとお尋ねしていました。先ほど言われてたように、一般図書のほうは

静かっていうのが非常にいいところもありまして、実は訪問された方で２階の視聴覚室とかで、ちょっと大

人の時間が過ごせたらいいなという、本当に静かに楽しめる、そういう形で本だけでなくそういう視聴覚あ

たりも広げて御検討いただければどうかなっていうのがあります。それと先ほど障害児の生徒さん用に棚で

あったりパーテーションて話をされたんですが、一般の方もちょっとスペース的にそういうパーテーション

があると、非常にゆっくりリラックスされる武雄の図書館に行かれた方は、よく御存じだと思うんですけど、

あそこはスターバックスのコーヒーの匂いもあってという、そういうせっかく大人図書館ていうのを今設け

ていただいているので、そのあたりっていうのも含めて、今年度の御検討という形になりますけど、そうい

う課題についての取り組みっていうのがなされてるのかなと思ってお尋ねです。 

◎議長（山口 和幸君）  早川参事。 

●教育課参事（早川 幹君） 先ほど申し上げましたように、現在で２館であさぎり町は図書館のほうをお願

いしているところですが、おっしゃられたように一般図書と児童書が大変離れているということで不便だと、

借りにくいというような声も、こちらのほうに話は伺っております。図書館のほうでは、あさぎり町では図

書館協議会というのを設置しておりまして、そちらのほうでもこれから協議会の方々の御意見等も踏まえな

がら、さらに検討して、よりよい方向に進めていければなというふうには考えております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  教育課長。 

●教育課長（木下 尚宏君）  図書館が今２カ所でということでのお話でございました。最初に生涯学習セン

ターのほうは一般の方、それからせきれい館のほうは児童図書ということで、専門的にというお話もありま

したけれども、先ほど早川参事のほうからも話がありましたとおり、図書館協議会の中でそういった御意見

それから来館者の方からの御意見等聞きまして、生涯学習センターのほうに置いております、いわゆる週刊

雑誌等の本を週遅れ月遅れでございますけれども、そういった本を児童図書のほうに置くような対策、それ

から先ほどの児童図書の一部を生涯学習センターのほうに一つのコーナーとして設けると、そういった工夫

も確かに今から必要かなというふうに思いますので、その辺は図書館協議会の中でお話をまたさせていただ

きたいと思います。それから静かな場所を持ってということで、パーテーションあたりをというお話もあり

ましたけれども、実際そういったところをつくったこともありました。ただ、その時にただ学生さんだった

んですが、ちょっと目が届かなくなりまして、ちょっと何と言いますか、この動向はどうかなという部分が

ありましたので、そういった部分を来館者の方からありましたので、そういった部分はこちらのほうでも内

部でもちょっと、協議をさせていただきながらという形をとらせていただければと思います。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  加賀山議員。 

○議員（３番 加賀山 瑞津子さん）  パーテーションも、がちがちのパーテーションでなくて、例えばさら

さらとしたレースのカーテン的なシルエットはちゃんと見えるよとか、そういう形でもなんか区切りがある

ことで落ちつくっていう部分もございますし、是非、町長ちょっとスターバックスは入れなくても、バリス

タぐらいのコーヒータイムがあるとか、そういう大人の図書館づくりっていうのも楽しいんじゃないかなと
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思いながら、ちょっと今質問いたしました。それと２点目の地域学校安全指導員の謝金についてですが、今

４名の方がっていうことなんですけど、無償では見守りボランティアとして黒原会、岡原のほうでは頑張っ

ていただいてるっていうのも存じ上げておりますが、青パトに乗って廻っていただくことで非常に啓発って

いうか、防犯の面でもあると思うんですが、４人でということだと１年間に本当に微々たる謝金でしかない

けれど、毎日結構動いてらっしゃる形がありますので、今後例えば謝金のアップとかいうのも含めて検討で

きるかどうかっていうところで、今ちょっとお尋ねいたしました。 

◎議長（山口 和幸君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  図書館、私はコーヒーぐらい出せと、出したらどうねと言ったんですけども、実は

できてない、つまり、図書館にどんどん来ていただきたいと思ってますから、それぐらいのことはしていい

んじゃないのかという提案はした経緯はあるんですけど、皆さんがそう言ってもらえば、またもう１ぺん考

えてみようとみたいなと。これ教育委員会でよく考えていますね。要は来ていただけることなんですよね。

そしてちょっとしたリラックスした空間もあっても別に悪くない、図書館にどんどん来ていただいて、生涯

センターにどんどん人が入って来るしくみをやってみていいと思ってますので、もう１ぺん教育委員会と、

本当にそれでお客さんがそれで喜ばれるような状況であれば、考えてみたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  見守りの方は。教育長は。教育長。 

●教育長（中村 富人君）  今見守り活動についての御質問でございました。これは一般質問の中でも申し上

げましたが、地域づくり協議会の中で黒原会が一番歴史がございますが、各小学校区にはそれぞれそういう

ボランティア活動される方がいらっしゃいます。そういうことにあわせて、この見守り活動が県の事業でご

ざいますが、これをしております。この県の補助事業なんですが、いわゆる車で地域を守られて、その安全

安心の予防っていうよりも、いわゆるそういうような車で回られてることそのものが、いわゆる予防に関わ

っていくって言いますか、そういう目的が大体示されております。さっき申し上げました見守り活動という

のは、同じ場所におられて子供の帰りを待たれるっていうのは、そういうことからの安心安全の確保でござ

いますが、今申し上げましたように県の事業は車を使われて短時間で回られて、そういうことでお金の方も

委託料もとても安いですね、これに時間をふやして町で予算をもっとつけて、時間をもっと増やしてってい

うような、そういう提案だろうと思うんですが、今のところは色んな面も考えて、これでいいのではないか

なと思っておりますが、各学校から状況等聞いていない部分ございますので、あるいはこの見守りの方の話

等も伺っておりませんので、改善の余地があれば動きたいと思っております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  ほかにございませんか。４番橋本誠議員。 

○議員（４番 橋本 誠君）  ４番橋本です。あさぎり中学校の芝管理委託の件とページ９８、ページ９８の

あさぎり中学校の委託料、芝生管理費２１１万４,３２５円の件と、ページ１０４ページの伝統芸能の件４

５万５,０００円の２点について質問したいと思います。まずは、あさぎり中学校の芝生の管理の件なんで

すが、今２１０万、これで何年になりますかね、２年３年ですかね、３年ぐらいになりますが、まだなかな

か芝生が伸びないということで、保護者の方から色んなことをちょっと聞かれて、いつになったらサッカー

ができるのというような聞き方もされてますんで、実際この５年間ぐらいで何ができるっちゅう話だったん

ですよね。そうなったときに出来るものなんか。それと伝統芸能の４５万５,０００円なんですが、これは

説明では１０団体が今行っているということですが、その団体名と内容、内容に対しての色んな問題点があ

りましたら、その件をお知らせください。 

◎議長（山口 和幸君）  教育課長。 

●教育課長（木下 尚宏君）  中学校の芝管理、ちょっど３年になりますけれども、１年目はちょっと学校と

の打ち合わせ等もなかなかうまくいってなくて、サッカーの部活動も芝を管理しながらされていた状況もご
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ざいました。ただ今議員おっしゃったとおり、芝の育成の時には、ちょっと芝のいわゆるスパイクでされる

と、なかなか育成によくないということで、本年度につきましては、ちょっと部活は昨年度からですけれど

も、部活動についてはちょっと御遠慮いただきながらの管理をしているところでございます。当然芝の育成

もしながら、なおかつ排水の対策もということで、盛土って言いますか、「めつち」で幾らか盛っていただ

くという作業をしていただいておりますので、５年間という当時のお話で管理していくということでしてお

りますので、その５年間で何とか排水それから芝科の育成をきちっと終わって、その後に関しては部活動に

も使っていただくような形になるかというふうに思っております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  早川参事。 

●教育課参事（早川 幹君）  二つ目の御質問にお答えします。伝統芸能補助団体についてでございますが、

２７年度につきましては１０団体に対しまして、伝統芸能継承費の補助金を交付しております。補助団体で

すが１０団体、まずは上地区からですけれども柳の別府太鼓踊り保存会、それから免田地区が下免田の猿踊

り保存会、同じく下免田太鼓踊り保存会、久鹿の太鼓踊り保存会、九州相良古代踊り保存会、庄屋地区が三

つございまして、庄屋の臼太鼓踊り保存会、庄屋の猿踊り保存会、庄屋のや踊り保存会、それから球磨神楽

保存会、以上の１０団体でございます。活動の内容につきましては、ほとんどの団体が保存継承で後継者育

成の活動に努められております。昨年は民俗芸能大会等が人吉等でも開催されて、ほかの自治体でも伝統芸

能の披露する場が増えてきたということで、町内の伝統芸能活動団体も後継者育成とそれから練習というこ

とを主に活動されていると、こういうふうに考えております。以上でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  橋本議員。 

○議員（４番 橋本 誠君）  芝生に関してはおそらく２年位すれば間違いなくある程度できるということで

すよね。そういうことで考えてよろしいんですね。それと伝統芸能は、結局１０団体ありますが、実際多分

１年に１回ぐらい披露目をしてるかな、してないかなというとこがあるかと思います。実際、私のところも

柳別府の地区なんですが、一応保存会の会長と話したときに、後継者の不足が大変な状態になっておると、

地元におるんですが、なかなかできないという人たちがおると。だから、そこを今から先は伝統芸能をなく

してはならないと思いますし、まして日本遺産でこういうことになってますんで、それこそ皆さん、地域の

皆さんだけでできなかったら、周りの地区の人たちを巻き込んだやり方をしていくとかそういうことを考え

ていただければと思っております。それとまた、今後小学校とか中学校にも小さい時からそういう伝統芸能

に携われるような教育のあり方が必要かなと思っておりますんで、そういうことをちょっと考えられるか。

まず聞きたいのと、将来こういう１０団体ありますが、なかなか４万位もらって、４万と言うたら失礼です

が、金額ではなかなか維持するためには大変だと思いますんで、そこらをよくよく考えていただいて、いた

だければなと思っておりますが。 

◎議長（山口 和幸君）  早川参事。 

●教育課参事（早川 幹君）  まず１点目の御質問ですが、後継者不足というのはどの伝統芸能の保存団体に

おいても、大変重要な課題であるというふうに聞いております。今後はその学校等に出向いて、実際に踊り

を教えるというのはなかなか現実的には難しいのかなと考えますが、例えば球磨神楽保存会などにおいては、

地域から踊り子を広報紙等で募集して、現在生涯学習センターの研修室で毎週練習をされております。そう

いったことを各団体の保存会、あるいはまた代表の方と色々話をしながら、今後どうしたら維持継続さらに

継承できるのかというようなこと、色々検討を重ねていきたいというふうには考えております。それから補

助金ですが、補助金の金額については、あさぎり町の伝統芸能保存継承費補助金交付要綱に基づいて、支給

をさせていただいております。国指定の場合が５万円以内と、町と県指定が４万５,０００円以内というこ

とですが、なかなかおっしゃるように練習の際のお茶代ですとか大会に出たときの慰労会とかで大半がなく
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なって着るものとか道具の修復代まではないというようなお話も伺っておりますが、色んな財団の文化財に

ついての財団の補助金等もございますので、そちらの方も各団体に周知を図りながら、活用して道具の修理

ですとか、衣装の補充ですとかそういったことも進めていきたいというふうに考えているところです。以上

でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  教育長。 

●教育長（中村 富人君）  伝統文化関係の後継者と言いますか、そういう面での御質問ございますので、そ

の件について答弁してみたいと思います。私も議員のおっしゃるような御心配といいますか、全く同感でご

ざいまして、歳をとっていきますと、そういうことへの関心も次第に高まっています。現在人吉球磨管内で

は臼太鼓踊り等で大きな伝統の一つになっておりますが、例えば湯前中学あたりは、総合的な学習を使って

そういう子供たちが学校の中で、文化祭を中心として活動しているのもありますし、あるいは学校全体とす

れば水上村が神楽を球磨神楽を導入したとか、それから人吉の鬼木町も臼太鼓の盛んな地域ですが、あそこ

は地域の方が中心になって、地域の子供たちを引き込んで、練習に取り組まれるとか、そういうことを球磨

管内でやっております。学校ではどうかという問題もございます。水上中とか例えば湯前中学校の例でいき

ますと、現在総合的な学習の時間というのがありまして、学校裁量でできる時間なんです。色々答弁の中で

よく言いますけども、ほかの国語・数学・算数とかそういうのも文部科学省で決めた基準があるんですが、

何でもしていい総合的な学習の時間がありますが、この流れも、もう御存じかと思いますが、ゆとりという

言葉で色々教育課程が表現されるときがありますが、そういう流れの中で、総合的な学習時間が生まれまし

た。これが今まだ反動て言いますか、総合の時間がぐんと減ってきつつあります。そういう流れもあります

ので、今後中学校のほうに導入しようかというときには色んな課題もあるように思います。ただあの黙って

っていうのはですね、やっぱりこう何かできないかなっていう思いもございます。あさぎり中学校で統合し

て以来、文化祭の中で、伝統芸能ではございませんが、地域の文化祭とか、そういう文化を調べるとか、そ

ういう活動をずっと毎年やっておりまして、一昨年はそれぞれの五つの地区がございますが、小学校区ござ

います、そこの文化財を自分の出身地区に行くっていうのがありまして、案内人の方があさぎり町２０名ぐ

らいいらっしゃいますので、その方を活用したっていうのが、とてもいい取り組みがありました。昨年はそ

れはなかったんですが、いずれにしましても、そういうような文化財を中心として地域の伝統文化等を理解

し、それを発表していくっていうな学習もしてありますので、その中で、伝統文化を特化したそういう部分

がどうかっていうのも、なかなか学校の主体性もございますので、教育委員会がどういう助言をしていくか

っていうのも、今後の課題として捉えていきたいと思っております。 

◎議長（山口 和幸君）  橋本議員。 

○議員（４番 橋本 誠君）  教育長も言われた通り、発表の場がなかなか難しいですよね。文化祭とかそう

いう１０団体ありますんで、一つの団体が出るんじゃなしに、文化祭とかそういうあさぎりの文化祭なんか

では、今回はここが出てほしいとか、そういうお願いなりそういうこともやっていかんばんちゃなかかなっ

て思っておりますんで、どうかそこらをちょっと考えていただければと思ってますが。 

◎議長（山口 和幸君）  教育長。 

●教育長（中村 富人君）  全く私も同感でございます。議員の皆様たくさん応援いただきます、あさぎり教

育フェスティバルというのが、一昨年からあっておりますが、その中で社会教育、一つ柱がありまして、１

昨年が青年団、昨年が婦人会、今年度何をやるかという中で、今橋本議員おっしゃったように、どこかの地

域を学校ほとんど来ますので、分館長さんも来られますので、２００超えるような参加者がございますので、

そういうのも考えてもいるんです。その場合に仕事をしていらっしゃるので、平日の午後ですので、どうか

なあとか解決しなければならない課題もあるようにも思っております。でも今おっしゃられたような気持ち
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と言いますか、私よく分かりますし、何とかどこかで実現できるようになって思っております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  ほかにございませんか。１１番小見田和行議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  １点お伺いいたします。１０９ページの１番上段にあります施設維持管

理作業員派遣業務委託料についてでございます。初日もありました用途法が、普通財産に変わった旧中学校

の運動場の草刈り等にも、この予算で確か、草を刈っていただいたようなお話でございましたけど、そうで

あるならば予算の流用ということで、普通流用は禁止されているようでございますけど、それのところ判断

はいかがなものだったのか。今後の予算、来年度の予算もまた組み立てる中においても、そういう流用され

るのか、それともまた総務課のほうで普通財産になった管財が管理すべき財産の維持管理に関しては、予算

を立てられるか。この件について伺いたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  中村教育課参事。 

●教育課参事（中村 光成君）  教育課の中村です。ただいまの御質問の件ですけれども、予算を流用したっ

ていうわけではなくて、この予算から派遣業務委託として４名の作業員の方で施設管理を行っておりますけ

れども、その業務の一環として、旧岡原中学校のグラウンドと、旧深田中学校のグラウンドの作業を行った

と。御指摘のとおり普通財産になっておりますけれども、今までの経緯としまして、私たちの管理のもとで

管理をしてきておりました。いきなり普通財産になったということで、除草作業をしないということになり

ますと、迷惑されるのは周囲の方でしたので、現状を見たときに総務課の方で作業員さんがいらっしゃいま

せんので、こちらのほうで空いている期間に除草を行ったということでございます。ただ空いている期間が

そんなに時間が取れませんので、時期を考えまして、それぞれ岡原につきましては、小学校の体育祭の前と

か、後はお盆で旧中学校を見てみようかとか、そういう時期があるって想定したときに、ちょっと時間をと

って作業をしたというふうな経緯がございます。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  所管する課が違っている場合に、違う課に教育委員会の予算として、こ

こに上がっている９００何十万の中から、別の施設の維持管理にいくことは流用とは言わないわけですかね。

本来ならば、そういうきわどい部分と言いますか、本来次の予算あたりには総務課のほうで、それに対応す

るような予算を、作業員さんがおられないならおられないなりの建設業でも色々ありましょうけど、そうい

うところに委託するようにするのが適正ではなかろうかと思うんですけど、総務課長はいかがお考えでしょ

うか。 

◎議長（山口 和幸君）  総務課長。 

●総務課長（小谷 節雄君）  今御指摘の部分、予算の執行上の問題も今おっしゃるように１点あるかと思い

ますが、もう一つございましたように、役場内教育委員会も含めて、担当部署ごとの中でうまく調整がきか

ないと申しますか、これまでの経緯も含めまして、先ほど中村の方からもありましたように年度途中の問題

とか、そういうことございますので、これまでは先ほどの教育課からの答弁のような形で学校施設について

は対応いただいておりました。役場内の担当レベルで、調整を経ましてそういうことを今やってるわけでご

ざいますが、今回と申しますかこれまでの旧中学校色んな中学校も含めて、あるいは今後の中学校跡地の活

用の問題含めまして、周辺の住民の皆さん方からの要望等もこれまでもあったわけでございまして、今回ま

た新たに出てきております。そういうことを踏まえまして、新年度へ向けてその内部の調整は整理をいたし

まして、今議員から御指摘の予算執行上の問題も整理をいたしまして町の方針としては当然、環境整備がき

ちんとやるというのは、そうあるべきだというふうに思っておりますので、あとはその執行の方法の問題、

そこは今議員が御指摘の部分も、若干考えなくちゃいけないというふうに思っておりますので、その付近の

整理をさせていただきたいというのが現時点での総務課としての立場でございます。これは新年度の問題も
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ございますし、さしより今現在の問題もございますので、これらの関係課との調整は早急に行いたいという

ことで思っているとこでございます。 

◎議長（山口 和幸君）  いいですか、ほかにございませんか。２番、難波文美議員。 

○議員（２番 難波 文美さん）  ２番です。主要な施策の成果説明書２６ページから質問いたします。子供

育成奨励支援金事業ということで書いてありますが、これはふるさと寄附金の活用ということになっており

ます。先ほど対象者５６名というふうに数をお聞きしたんですけれども、あさぎりの子供たちの全体の数か

らしたら、ちょっと少ないんではないかというふうに思うのが１点。そしてもう１点は先ほどの３番議員の

御質問に関連するんですが、生涯学習センターとせきれい館での図書購入費６２０冊とお聞きしております

が、その内訳がわかればお願いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  早川参事のほうから行きましょうか。早川参事。 

●教育課参事（早川 幹君）  それでは、図書館の冊数のほうからお答えしたいと思います。これは平成２８

年９月１日時点でございますが、生涯学習センター、これ一般図書が主になります。１万２６０冊でござい

ます。それから、せきれい館これ主に児童図書になりますが、７,９７７冊を蔵書として置いております。 

◎議長（山口 和幸君）  早川参事、購入したとのちょっと調べて。林田主幹。 

●教育課主幹（林田 直樹君）  子供育成奨励支援金事業でございますけれども、こちら対象のほうが、九州

大会以上の大会に出場される方について、参加料の全額及び出場の経費の３分の２という形で支出をしてい

る事業でございます。２７年度につきましては、１３の個人団体のほうに支出をしておりまして５６名とい

う形になりますけれども、その競技の種目としましては、陸上や空手などの体育の競技だけではなく、マー

チングそれからロボットコンテストそれから太鼓ジュニアコンクールといったものの全国大会分の出場者の

方への助成ということで実施をするものでございます。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  早川参事。 

●教育課参事（早川 幹君）  先ほどは失礼いたしました。平成２７年度におきます図書の購入についてです

が、６２０冊のうち生涯学習センターが４３０冊、せきれい館が１９０冊でございます。詳細については部

門別につきましては、また確認いたしまして、後で御報告いたします。 

◎議長（山口 和幸君）  難波議員。 

○議員（２番 難波 文美さん）  本の部門ということは伝記書とか科学ものとか色んな部門があると思うん

ですけれども、その辺の分かれば、また金曜日でも表にしていただければというふうに思います。これが子

供たちの図書館、文字離れていうのも本当に顕著なものですから、色々話を聞いてますと、図書館利用され

てる方もいらっしゃるということで、是非ともその活字を通して子供たちが教育の基本ていうのを小さい時

から身につける習慣づけのためにも、色んな部門の良い良本を購入していただければというふうに思ってお

ります。それから、子供育成奨励のほうは、ほとんどがスポーツの大会、九州大会以上ということなので、

優秀な成績をおさめた子供たちがたくさんいるということで、ふるさと寄附金を使っていただけるのは、ふ

るさと会の方も本当に喜ばれると思います。できるだけこちらにはマーチングとかはないと思うんですけれ

ども、ロボットコンテストでは優秀な成績をおさめてる子供たちが育っていますので、今後ともこの活用を

しっかりと考えていただければっていうふうに思います。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  ほかにございませんか。１番、市岡貴純議員。 

○議員（１番 市岡 貴純君）  １番市岡です。９２ページになります。県中体連出場選手派遣費負担金とい

うことで、こちらについて実際に頑張って県の中体連出られた子供たちの人員の数とか種別って言いますか、

というのが分かれば詳しく教えていただきたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  教育課長。 
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●教育課長(木下 尚宏君)  ９２ページのほうの、１９負担金補助及び交付金の県中体連出場選手派遣これは

県の中体連のほうに負担するものでございまして、中学校の生徒が出場する分のあさぎり町の生徒に負担す

る負担金ではないということで、お見知りおきいただきたいと思います。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  市岡議員。 

○議員（１番 市岡 貴純君）  ちょっと私のほうも内容の把握ができてなくて申し訳ございません。そうで

あれば、今年になって野球部これが優勝して、その先の大会に行くという時に、ユニホーム類皆さん４年間

の中でお下がりをだいぶもらってます。みんなそれぞれにそうしてるんですけども、この補助金か何かない

もんだろうかということで一度私の方にも声掛けあったんですけども町のほうからっていうのは特には返答

なかったということで、どうにかこういった子供たち頑張ってますので、そういった科目はどこに該当する

かっていうのは把握できなくて申しわけないんですけども、そういったところはお考えはございませんか。 

◎議長（山口 和幸君）  答弁できる範囲で、教育課長。 

●教育課長(木下 尚宏君)  あさぎり中学校の県大会等に行ったときの補助金といたしましては、９９ページ

のほうをご覧いただきたいと思います。こちらのほうで部活動の各種大会出場費補助金、こちらのほうで、

それぞれ県の大会の参加料とか、それから旅費の一部あたりを補助している部分でございます。ユニホーム

等の話がございましたが、確かに教育委員会のほうにもお話は伺っておりましたけれども、ユニホーム等に

つきましてはそれぞれの、いわゆる保護者会のほうで、一応ほかの部も準備していただいているっていう部

分がありましたので、今回もそういった形でとらせていただいております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  ほかにございませんか。１０番、皆越てる子議員。 

○議員（１０番 皆越 てる子さん）  １０番、皆越でございます。ページ１０８ページですけども、体育施

設のことでお尋ねいたします。主要な施策の成果説明書の中で、体育施設管理事業が掲載されております。

これ町民の体力向上、利用者間の融和と親睦による健康福祉の増進に資するためというような目的で書いて

ございますけども、利用者数も２６年２７年度をわかりやすく説明は書いてあります。そこで私はあさぎり

町上グランドまた総合運動公園の体育館についてお尋ねしたいと思います。これは社会教育の立場というよ

うなことでございますけども、夏休みに入りますと上総合グランドも中学生がサッカーの試合とか練習に使

って、グランドゴルフで楽しんでおられるお年寄りの方が、できないというようなことでございます。また

それと、体育館で月曜と金曜日に運動しておられる方が、夏休みに入ると中学生が使うからできないという

ような小言が昨年から出ているような現状でございます。そこでその使ってる方に対しての説明というのは

どういったことでされておられるかお尋ねいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  中村参事。 

●教育課参事（中村 光成君）  ただいまの御質問についてお答えいたします。今、皆越議員が言われたとお

り、利用者間のそういった問題は、中学校が統合してあそこ上総合運動公園をあさぎり中の部活動の場とし

て使うようになってから、ずっと続いております。どのような説明をしたかということですけれども、体育

館につきましては、今１番利用していただいているのが熟年スポーツ、月曜日と木曜日、に定期練習を体育

館でされておりますけれども、まずその方たちの調整が必要でございましたので、担当がその練習の場に出

向きまして御説明を差し上げました。そこで、今とっていただいている策といたしましては、大変申しわけ

ないんですが、熟年スポーツの方に夏休みだけは、免田地区体育館のほうに練習の場を代えていただくとい

うふうな措置をとっていただいております。初年度そういった調整をいたしまして今となっても自主的に期

間を見て練習場所を変えていただくような体制ができております。あとグランドゴルフにつきましては、こ

こは私の記憶では行って説明をしたということはございませんが、利用者の方も、当然サッカー部がそうい

った状況で、夏休みは昼間使うということは分かっていらっしゃいますので、自主的に調整をしていただい
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てるんでしょうが、思う時間に使えないといった不満は抱えておられるのかなと思います。グランドゴルフ

につきまして、特に夏場は涼しいうちにされたいというふうなお考えもあるでしょうし、そこら辺が全て円

満に解決しているわけでございませんが、私たちとしていたしましては、あさぎり中学校の部活動は違う所

でして下さいと言うと、学生の皆さんに動いていただくことになりますので、そちらのほうが負担が大きい

というふうなことでできるだけ一般の方に都合つけていただいているような現状です。そのような中で、そ

ういった話が聞こえてくるのかなと思うんですが、そういった今対応とっているところでございます。以上

です。 

◎議長（山口 和幸君）  皆越議員。 

○議員（１０番 皆越 てる子さん）  熟年のスポーツの方には体育館において説明したというようなことで

ございますけども、このグランドゴルフも、ちょっと多くの地区の方が利用されております。朝ももう８時

には準備されておりますので、１０時ぐらいまでに夏場は練習されて帰るというようなことでございますの

で、午後からでも中学生に使っていただいて、午前中は年寄りの方のグランドゴルフを楽しんでいただくと

いうような、午前と午後の分け方とか色々あると思います。そこでグランドゴルフされる方にも夏休みに入

る前とか説明いただいて、こういう事情ですからというようなことを御説明いただくと納得いかれると思い

ますので、その辺のところの配慮もお願いしたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  中村参事。 

●教育課参事（中村 光成君）  そのような声が出たのも、私たちが現場に行って話を聞いていないというこ

とも一つ原因にあると思いますので、早速現場に出向きまして、そういった御意見を聞きながら、ただ部活

動も午前中が基本ということもございますので、双方色々話を聞きながらよりよい方向を見出していきたい

というふうに考えております。 

◎議長（山口 和幸君）  ほかにありませんか。ないようですね。 

◎議長（山口 和幸君）  お諮りします。明日１４日は、熊日金婚夫婦表彰式等のために、明日はもうこの表

彰式一つでありますけれども、休会にしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君）  異議なしと認めます。したがって、明日１４日は休会とすることに決定しました。

以上で本日の日程は全部終了しました。本日はこれで散会します。 

●議会事務局長（片山 守君）  起立、礼、お疲れ様でした。 

 

午後３時４６分  散 会 

 


